
　「第13回北秋田市縄文まつり」が９月14日、北秋中央病

院跡地で行われました。まつりでは、火おこしや土器・土

偶作り、弓矢の的当てなどの体験コーナーのほか、縄文

をイメージした歌や踊りを披露する「縄文音楽祭」が行わ

れ、市の宝である「伊勢堂岱遺跡」について理解を深めな

がら楽しむ一日になりました。（11頁に関連記事）～第13回北秋田市縄文まつり～～第13回北秋田市縄文まつり～
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８
月
27
日
の
阿
仁
会
場
で
は
、
開
会
に

あ
た
り
津
谷
市
長
が「
阿
仁
地
区
は
、森
林
、

鉱
山
文
化
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
宝
物
を
抱

え
た
地
域
。
マ
タ
ギ
文
化
や
伝
統
芸
能
、

様
々
な
名
瀑
も
あ
り
、
も
っ
と
光
を
与
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。現
在
は
、県
と
市
の
協
働
事
業
の『
ま

る
ご
と
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
や
熊
牧
場
の
整
備
が
動
き
出
し
て
お

り
、
更
に
多
く
の
方
々
に
交
流
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
お
金
を
落
と
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
、
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
市
の
担
当
職
員
が
、
平
成
25

年
度
福
祉
の
雪
事
業
と
空
き
家
等
実
態
調

査
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
や
意

見
、
そ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
間
伐
等
の
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
森
林

経
営
計
画
を
早
急
に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
経
営
計
画
は
、
や
れ
る
と
こ
ろ
、
や
り

や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
手
を
か
け
て
い
る
。

民
有
林
は
、
同
意
を
も
ら
う
こ
と
が
難
し

い
実
態
が
あ
る
が
、
市
の
面
積
の
８
割
以

上
が
山
林
で
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
が
市
を
元
気
に
す
る
と
い
う
認
識
の
下

で
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
、
計
画
を

進
め
て
い
き
た
い
。

▼「
ま
る
ご
と
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
森
吉
山
の
観
光
開
発
、

熊
牧
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
、
安
の
滝
へ
の
道
路
整
備
を
。

　
安
の
滝
は
協
定
に
よ
り
、
森
林
管
理
署

が
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

森
林
管
理
署
は
、
観
光
用
の
道
路
で
な
く
、

あ
く
ま
で
も
作
業
道
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

市
で
整
備
を
行
う
と
す
れ
ば
、
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
の
で
、
や
り
方
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
経
済
新
聞
に
「
山
歩
き
を

楽
し
む
滝
」
全
国
一
位
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
滝
に
来
た
人
を
が
っ
か
り

さ
せ
な
い
よ
う
に
整
備
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

▼
小
・
中
学
生
の
挨
拶
が
非
常
に
良
く
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
挨
拶
が
、
今

後
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
阿
仁
地
区
も
含
め
て
、
市
の
子
ど
も
た

ち
は
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
が
、
中
に
は
子
ど
も
た
ち
が
挨

拶
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
返
し
て

い
な
い
大
人
も
い
る
の
で
、
我
々
か
ら
も

し
っ
か
り
声
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

▼
小
又
道
路
は
狭
い
た
め
、
一
般
車
両
が

交
差
で
き
な
い
。
市
で
観
光
振
興
を
図
る

上
で
、
重
要
な
路
線
で
あ
る
た
め
拡
幅
す

る
か
待
避
所
を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
。

　
小
又
道
路
の
拡
幅
は
た
い
へ
ん
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
ご
提
案
あ
っ
た
待
避
所
に

つ
い
て
は
、
可
能
な
の
か
を
自
治
会
長
の

立
ち
合
い
の
も
と
、
現
地
で
確
認
し
た
い
。

▼
浦
田
小
学
校
が
閉
校
し
た
が
、
避
難
場

所
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
ど
の
よ
う

に
設
定
す
る
の
か
。

　
浦
田
小
学
校
は
閉
校
し
た
が
、
し
ば
ら

く
は
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
予
定
。

電
気
が
通
じ
な
い
と
き
に
は
、
発
電
装
置

を
用
意
し
て
対
応
す
る
。
な
お
、
市
の
防

災
計
画
を
平
成
26
年
度
に
改
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
そ
の
際
に
避
難
所
に
つ
い
て
も

精
査
し
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

▼
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
た
が
、

無
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
に

行
け
ば
す
ぐ
に
も
ら
え
る
の
か
。

　
現
在
、
在
庫
が
少
な
い
状
況
。
増
刷
し

て
お
配
り
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
必
要

な
部
数
を
連
絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
場
合
、
今

あ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
は
解
体
す
る
の
か
。

ま
た
、
隣
接
す
る
『
み
た
け
荘
』
も
解
体

さ
れ
る
の
で
は
と
、
地
域
住
民
は
心
配
し

て
い
る
が
予
定
は
。

　
老
朽
化
し
て
お
り
解
体
す
る
予
定
。
な

お
、
跡
地
の
利
用
は
、
今
後
検
討
す
る
。

　
み
た
け
荘
に
つ
い
て
は
、
建
物
も
老
朽

化
し
て
お
り
、
財
政
面
か
ら
も
解
体
と
い

う
方
向
に
向
い
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
協

議
を
重
ね
て
進
め
て
い
き
た
い
。 

　
▼
財
政
破
綻
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
中
、

市
は
福
祉
の
雪
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
財
政
状
況
の
見
通
し
は
。

　
一
部
の
大
都
市
を
除
き
、
地
方
自
治
体

の
財
源
は
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
に
よ
り

賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
豊
か
で
あ
る
と
は

言
え
な
い
が
、
市
民
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
「
福
祉
・
医
療
」
の
分
野
を
優
先
し
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
地
域
か
ら
の
要
望

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
将
来
を
見
越
し
た

運
用
を
考
え
て
い
る
。
市
の
財
源
の
要
と

な
る
の
は
税
金
で
あ
る
た
め
、
税
の
公
平

さ
を
保
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
、
安

心
し
て
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

▼
空
き
校
舎
に
な
っ
た
旧
合
川
南
小
学
校

の
校
舎
を
利
用
し
て
企
業
誘
致
な
ど
が
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
市
と
し
て
も
市
内
で
操
業
す
る
企
業
や

そ
の
親
会
社
、
更
に
は
そ
の
取
引
先
の
企

業
ま
で
訪
問
し
、
雇
用
や
仕
事
を
増
や
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

今
後
も
１
人
で
も
多
く
の
方
の
働
く
場
所

が
増
え
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。

▼
市
営
住
宅
入
居
者
と
の
連
絡
調
整
の
た

め
、
ま
と
め
役
を
作
っ
て
欲
し
い
。

　
ゴ
ミ
の
集
積
な
ど
で
自
治
会
か
ら
苦
情

が
来
て
い
る
の
は
認
識
し
て
い
る
。
入
居

者
の
代
表
者
や
自
治
会
の
方
々
と
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
を
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

▼
公
道（
県
道
）の
除
雪
に
つ
い
て
、
歩
道

が
無
い
た
め
子
ど
も
や
高
齢
者
に
は
危
険

で
あ
り
、
こ
こ
最
近
は
除
雪
が
さ
れ
て
い

る
が
、
担
当
者
が
か
わ
れ
ば
前
の
よ
う
に
、

除
雪
さ
れ
な
い
の
で
は
と
不
安
。
歩
道
の

設
置
を
市
か
ら
も
県
に
強
く
要
望
し
て
ほ

し
い
。

　
降
雪
前
に
県
と
市
の
担
当
者
が
、
町
内

会
の
方
へ
協
議
に
伺
う
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。 

▼
ア
メ
シ
ロ
の
防
除
に
つ
い
て
、
発
生
時

期
以
外
に
薬
を
散
布
し
て
い
る
の
を
見
か

け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
市
で
は
発
生
時
期

の
周
知
や
指
導
を
し
て
い
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
自
治
会
で
防
除
の
機
械
を
市
か

ら
借
り
て
い
る
が
、
各
自
治
会
の
防
除
の

実
施
時
期
と
重
な
り
、
借
り
る
の
が
難
し

く
、
市
以
外
か
ら
借
り
た
り
し
て
い
る
。

　
市
以
外
か
ら
借
り
た
時
の
経
費
の
一
部

で
も
補
助
金
等
で
支
援
い
た
だ
け
な
い
か
。

　
防
除
の
時
期
は
各
自
治
会
の
判
断
に
任

せ
て
い
る
が
、
今
後
検
討
し
た
い
。
経
費

の
負
担
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
う

い
っ
た
考
え
が
無
か
っ
た
た
め
、
持
ち
帰

り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

▼
中
心
市
街
地
活
性
化
の
政
策
は
評
価
し

て
い
る
が
、
建
物
建
設
は
多
額
の
費
用
が

掛
か
る
。
も
う
一
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

を
実
施
し
て
、
商
店
街
を
は
じ
め
市
民
の

意
見
を
聞
き
、
進
め
た
方
が
良
い
と
思
う
。

　
移
動
行
政
懇
話
会
は
、
市
の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
語
り

合
う
事
を
目
的
に
平
成
19
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
８
月
27

日
か
ら
30
日
に
か
け
て
４
地
区
で
行
い
、
市
民
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
福
祉
の
雪
事
業
や
空
き
家
等
実
態
調
査
な
ど
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を
伺
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民

行
政

◇
市
内
４
地
区
で
開
催
◇
平
成
25
年
度 

移
動
行
政
懇
話
会

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

地
域
要
望
な
ど
で
意
見
交
換

◆
阿
仁
地
区（
８
月
27
日
）

▲阿仁ふるさと文化センターでの様子

　
中
心
市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

の
は
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
話
し
合

い
の
場
を
設
け
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
き
た
。

　
「（
仮
称
）生
涯
学
習
交
流
施
設
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
に
中
心
市
街
地
活
性

化
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
北
秋
田
市

中
心
市
街
地
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

そ
の
な
か
の
課
題
解
決
の
た
め
に
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

　
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
に
よ
る
利
活
用
検
討
委
員
会
で
更
に

協
議
を
し
な
が
ら
、
多
く
の
市
民
か
ら
親

し
ま
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
作

り
上
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
民
か
ら
意
見
を
募
っ
た
上
で

実
施
設
計
に
反
映
さ
せ
、
平
成
27
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

▲森吉コミュニティセンターでの様子

▲合川農村環境改善センターでの様子

▲中央公民館での様子

◆
森
吉
地
区（
８
月
28
日
）

◆
鷹
巣
地
区（
８
月
30
日
）

◆
合
川
地
区（
８
月
29
日
）
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９月定例議会行政報告（その１） ９月定例議会行政報告（その１）

　
平
成
25
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
3
日
に
開
会
し
13
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、
ま
た
５
日
、
６
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
９

日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
13
日
の
最

終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

  

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
山
田
町
を
引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、

９
月
１
日
か
ら
12
月
末
ま
で
の
４
か
月
の

期
間
で
、
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
一
般
行
政
職
に
44
人
の
応
募
が
あ
り
、

７
月
28
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
で
第
一

次
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
卒
一
般
行
政
職
、
消
防
吏
員
の
第
一
次

試
験
は
、
９
月
22
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大

学
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
８
月
８
日
、
北
秋
田
市
と
し
て
初
め
て

の
「
き
た
あ
き
た
子
ど
も
議
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
子
ど
も
議
会
で
は
、
市
内
13

小
学
校
か
ら
、
26
人
の
子
ど
も
議
員
が
選

出
さ
れ
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

「
き
た
あ
き
た
子
ど
も
議
会
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
歌
を
制
定
す
る
た
め
、
７

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
、
歌
詞
、
作

曲
者
及
び
讃
歌
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
20
日
現
在
の
応
募
状
況
は
、
歌
詞
８

件
、
作
曲
者
11
件
、
讃
歌
０
件
で
す
。

　
７
月
12
日
発
生
の
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、

住
家
床
下
浸
水
１
棟
、
田
・
畑
冠
水
３
５

０
・
９
ha
、
道
路
・
河
川
の
公
共
土
木
施

設
８
か
所
、
農
地
・
農
業
用
施
設
15
か
所
、

林
道
５
か
所
の
ほ
か
、
冠
水
等
に
よ
り
市

道
13
か
所
を
通
行
止
め
に
し
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
発
生
の
大
雨
に
よ
る
被
害
は
、

住
家
床
上
浸
水
１
棟
、
非
住
家
床
下
浸
水

１
棟
、
田
・
畑
冠
水
１
４
１
・
４
ha
、
河

川
９
か
所
、
農
地
農
業
用
施
設
26
か
所
、

米
代
川
河
川
緑
地
１
か
所
の
ほ
か
、
冠
水

等
に
よ
り
市
道
４
か
所
を
通
行
止
め
に
し

ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課　

　
第
29
回
国
民
文
化
祭
あ
き
た
２
０
１
４

北
秋
田
市
主
催
事
業
の
プ
レ
事
業
と
し
て
、

６
月
９
日
に
現
代
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
北
の
風
土
・
詩
作
の
旅
〜

詩
の
小
径
」、
６
月
29
日
、
30
日
に
第
６

回
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
競
技
大
会
と
共
催

で
「
木
の
ア
ー
ト
展
〜
北
の
大
地
に
舞
う

赤
と
ん
ぼ
大
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
仮
称
）
北
秋
田
市
生
涯
学
習
交
流
施

設
設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
に
係
る

選
定
委
員
会
が
７
月
10
日
と
７
月
24
日
に

開
催
さ
れ
、
㈱
青
島
裕
之
建
築
設
計
室
一

級
建
築
士
事
務
所
が
最
優
秀
者
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
に
関
す
る
地
域
懇
談
会
が

６
月
26
日
の
鷹
巣
地
区
を
皮
切
り
に
７
地

区
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
１
４
１
人
の
参
加

者
が
、
内
陸
線
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
秋
田
内
陸
線
支
援
団
体
情
報
交

換
会
が
7
月
28
日
、
比
立
内
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
９
団
体
か
ら

35
人
が
出
席
し
、
各
支
援
団
体
に
よ
る
協

働
活
動
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

   

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
５
月
29
日
か
ら
８
月
13
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
46
件
、

契
約
額
は
11
億
９
８
９
５
万
３
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
７
月
１
日
現
在
の
市
民
税
は
、
納
税
義

務
者
数
が
1
万
５
０
７
５
人
、
課
税
額
が

９
億
５
１
８
１
万
９
千
円
で
す
。
国
民
健

康
保
険
税
は
５
９
２
９
世
帯
、
課
税
額
が

６
億
１
９
４
１
万
４
千
円
で
す
。

    

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
北
秋
田
市
分
の
ゴ

ミ
搬
入
量
は
４
１
６
５
ト
ン
で
、
前
年
同

期
比
で
41
ト
ン
（
０
・
99
％
）
の
増
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
、「
子
ど
も

と
高
齢
者
の
事
故
防
止
」
を
運
動
の
重
点

と
し
て
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
１
日
に
は
、
道
の
駅
「
た
か

の
す
」付
近
で
、警
察
署
、交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
母
の
会
な
ど
約
１
０
０
人
が
参

加
し
、
通
行
車
両
の
運
転
手
に
啓
発
品
を

手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
一

次
募
集
に
応
募
が
あ
っ
た
１
団
体
が
採
択

さ
れ
事
業
実
施
中
で
、
現
在
、
二
次
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
民
課

　
国
民
健
康
保
険
は
、
７
月
中
旬
に
医
療

費
通
知
を
送
付
し
、
本
人
の
医
療
費
の
全

体
像
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

医
療
費
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
適
正

化
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

    

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
「
第
63
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、

７
月
14
日
の
米
代
川
花
火
大
会
会
場
に
お

い
て
犯
罪
や
非
行
防
止
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
16
日
に
は
文
化

会
館
で
関
係
機
関
・
団
体
等
約
２
３
０
人

の
参
加
の
下
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会

へ
犯
罪
や
非
行
の
防
止
を
訴
え
る
市
民
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式

を
８
月
30
日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
関
係
者
並
び
に
遺
族
会
員
約
２
５
０

人
が
参
列
し
て
、
北
秋
田
市
関
係
戦
没
者

１
７
０
０
人
余
り
の
英
霊
の
遺
徳
を
偲
び
、

黙
と
う
・
献
花
を
行
い
平
和
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
の
代
表
者
会
議
を
７
月
12
日
に
開
催
し
、

医
療
、
教
育
、
警
察
、
福
祉
関
係
機
関
の

代
表
者
15
人
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
二
次
予
防
事

業
対
象
者
把
握
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
調

査
対
象
者
約
1
万
４
８
０
人
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
が
、
７
月
31
日
現
在
の
回

収
数
は
６
６
９
９
件
で
率
は
64
％
で
す
。

そ
の
内
、
要
介
護
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、「
健

康
づ
く
り
シ
ニ
ア
」
と
し
て
通
所
型
・
訪

問
型
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
勧
め
て

い
ま
す
。
地
域
か
ら
の
要
望
に
応
え
て

行
っ
て
い
る
出
前
介
護
予
防
教
室
は
、
７

月
末
ま
で
の
開
催
回
数
が
23
回
で
、
４
１

２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
包
括
的
・
継
続
的
支
援
事
業
は
、
認
知

症
の
方
が
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状
を
ふ

ま
え
、
市
で
は
、
６
月
25
日
に
初
め
て
の

試
み
と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
習
会
は
、
地
域
で
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
市
民
に
認
知
症

の
基
礎
知
識
を
伝
え
る
講
師
役
（
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
）
の
養
成
研
修
で
、
介
護

関
係
者
や
行
政
関
係
者
35
人
が
受
講
し
ま

し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
の
家
利
活
用
検
討
委
員
会
は
、

８
月
６
日
に
開
催
し
た
第
３
回
検
討
委
員

会
を
も
っ
て
、
会
議
を
閉
じ
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
今
後
の
施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
９
月
末
を
目
処
に
市
の
最
終
的
な

考
え
を
県
に
伝
え
ま
す
。

■
医
療
推
進
課

　
北
秋
田
市
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
は
、
７
月
26
日
に
第
１
回
目
を

開
催
し
ま
し
た
。
協
議
の
内
容
は
、
昨
年

度
の
活
動
実
績
の
報
告
と
本
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
、
阿
仁
診
療
所
で
は
、

内
科
２
８
７
４
人
で
前
年
同
期
比
４
０
９

人
の
減
、
外
科
３
４
９
５
人
で
前
年
同
期

比
２
人
の
増
、
歯
科
１
１
９
９
人
で
前
年

同
期
比
60
人
の
減
。
合
川
診
療
所
で
は
、

４
２
４
８
人
で
前
年
同
期
比
６
９
６
人
の

減
。
米
内
沢
診
療
所
で
は
、
内
科
５
８
１

３
人
で
前
年
同
期
比
４
２
８
人
の
減
、
小

児
科
５
４
５
人
で
前
年
同
期
比
21
人
の
増
、

整
形
外
科
１
３
１
８
人
で
前
年
同
期
比
２

５
９
人
の
減
、
脳
血
管
外
科
３
５
８
人
で

前
年
同
期
比
13
人
の
減
、
心
臓
血
管
外
科

82
人
で
前
年
同
期
比
８
人
の
減
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
健
診
の
受
診
状
況
は
、
特
定
健
康
診
査

２
０
０
０
人
、
一
般
健
康
診
査
53
人
、
後

期
高
齢
者
健
康
診
査
１
１
１
９
人
で
す
。

特
定
健
康
診
査
の
結
果
、
動
機
づ
け
支
援

対
象
者
は
１
８
１
人
、
積
極
的
支
援
対
象

者
は
68
人
で
特
定
保
健
指
導
に
入
っ
て
い

ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業
で
は
、
４
地
区
で
定
例

開
催
し
て
い
る
「
の
び
の
び
運
動
教
室
」

に
延
べ
５
４
４
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
乳
児
と
中
学
生
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て
「
思
春
期
ふ
れ

あ
い
体
験
事
業
」
を
実
施
し
、
合
川
中
学

校
３
年
生
と
森
吉
中
学
校
の
１
・
２
年
生

合
わ
せ
て
14
人
が
参
加
し
、
乳
児
と
の
ふ

れ
あ
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
食
育
推
進
事
業
は
、
小
学
校
１
年
生
対

象
の
食
育
ジ
ュ
ニ
ア
を
実
施
し
、
73
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
、
幼
少
期
か
ら
の
よ
り
よ

い
食
習
慣
の
定
着
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲献花をして遺徳を偲び、平和への誓
いを新たにした戦没者追悼式

▲よりよい食習慣の定着を目的に開催し
ている食育推進事業

▲プレ事業として行われた「木のアート
展～北の大地に舞う赤とんぼ大作戦」
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9
月
定
例
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会

行
政
報
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産
業
部
関
係
　

■
農
林
課

　
今
年
の
水
稲
は
、
３
年
連
続
の
豪
雪
と

更
に
は
春
の
低
温
に
よ
り
田
植
え
期
が
遅

れ
、
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
高
温
傾
向
に
よ
り
例
年
同
時
期
に
出

穂
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
適
期
刈
り
取
り

等
の
指
導
を
関
係
機
関
と
一
緒
に
な
っ
て

行
い
、
安
全
・
安
心
な
北
秋
田
産
米
の
収

穫
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
市
営
鷹
巣
牧
場
は
、
老
朽
荒
廃
化
し
た

草
地
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
す
る
た

め
、
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
を
活
用
し

今
年
度
、
草
地
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
７
月
12
日
か
ら
13
日
発
生
の
豪
雨
災
害

は
、
主
に
小
阿
仁
川
及
び
綴
子
・
米
代
川

の
増
水
に
よ
り
管
内
の
田
・
畑
約
３
５
１

ha
が
冠
水
し
ま
し
た
が
、
冠
水
時
間
が
短

く
被
害
が
最
小
限
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
農
地
・
農
業
施
設
災
害
は
、農
地
４
箇
所
、

農
業
用
施
設
10
箇
所
が
国
庫
補
助
事
業
の

査
定
を
受
け
、
順
次
、
復
旧
事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
８
月
９
日
発
生
の
豪
雨
災
害
は
、
米
代

川
及
び
糠
沢
川
の
増
水
に
よ
り
田
・
畑
約

１
４
１
ha
が
冠
水
し
、
多
く
の
農
地
に
土

砂
が
流
入
し
た
た
め
、
水
稲
な
ど
の
被
害

額
が
３
５
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
有
林
整
備
事
業
は
、
市
有
林
の
育
成

整
備
を
図
る
た
め
、
下
刈
事
業
37
・
81

ha
、除
伐
事
業
８
・
28
ha
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
商
工
観
光
課

　
緊
急
雇
用
事
業
関
係
は
、
国
の
起
業
支

援
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
を
活
用
し
、
市

の
地
域
資
源
で
新
商
品
を
開
発
す
る
事
業

な
ど
２
事
業
を
委
託
し
、
３
人
の
新
規
雇

用
で
失
業
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
、
大
阪
市
の

阪
急
百
貨
店
う
め
だ
本
店
で
開
催
さ
れ
た

物
産
展
「
元
気
・
東
北
・
味
と
技
展
」
で
、

北
秋
田
市
の
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
ま
し
た
。
関
西
初
進
出
と
な
る
「
北
あ

き
た
バ
タ
ー
餅
」
は
連
日
の
完
売
で
好
評

を
得
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
に
は
、
市
の
提
案
公
募
型
特

産
品
活
性
化
推
進
事
業
の
プ
レ
ゼ
ン
審
査

会
が
開
催
さ
れ
、
馬
肉
を
用
い
た
饅
頭
な

ど
３
事
業
所
が
採
択
に
な
り
、
新
た
な
特

産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
８
月
24
日
、
25
日
に
は
、
市
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
東
京
都
板
橋
区
ハ
ッ

ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
振
興
組
合
「
と

れ
た
て
村
」
主
催
の
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

に
参
加
し
、
特
産
品
や
新
鮮
野
菜
の
、
品

質
の
高
さ
と
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

  

昨
年
に
引
き
続
き
、
８
月
19
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
秋
田
県
知
事
の
呼
び
か
け
に

よ
り
、
市
長
が
台
湾
を
訪
問
し
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
森

吉
山
の
樹
氷
、
世
界
一
の
綴
子
大
太
鼓
及

び
バ
タ
ー
餅
な
ど
北
秋
田
市
の
観
光
と
食

に
し
ぼ
っ
て
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
、

台
湾
か
ら
の
誘
客
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

  

建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

８
月
20
日
現
在
で
交
付
決
定
件
数
２
３
５

件
、
交
付
決
定
額
３
３
７
６
万
２
千
円
、

対
予
算
比
56
％
で
す
。

　
市
営
住
宅
の
維
持
管
理
は
、
林
岱
団
地

の
外
壁
の
改
修
工
事
及
び
松
ヶ
丘
団
地
の

附
帯
物
置
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
８
月
９
日
の
米
代
川
の
増
水
に
よ
り
被

災
し
た
米
代
川
河
川
緑
地
の
復
旧
は
、
ご

み
の
撤
去
な
ど
応
急
の
処
置
を
施
し
、
10

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
災
害
査
定
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
は
、

新
田
目
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
、
横
町
〜
伊

勢
町
線
ほ
か
２
件
の
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
、

根
子
ト
ン
ネ
ル
の
本
体
点
検
業
務
委
託
、

荒
瀬
川
線
の
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
点
検
業
務

委
託
、
牛
滝
橋
ほ
か
５
件
の
橋
梁
補
修
詳

細
設
計
業
務
委
託
・
橋
梁
長
寿
命
化
計
画

策
定
業
務
委
託
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
道
路
工
事
関
係
は
、
阿
仁
前
田
停
車
場

線
排
水
維
持
工
事
、
道
城
線
交
通
安
全
施

設
工
事
、
綴
子
家
の
下
線
道
路
新
設
改
良

工
事
が
完
成
し
、
排
水
維
持
工
事
５
件
、

舗
装
維
持
工
事
６
件
、
歩
道
維
持
改
良
工

事
２
件
、
法
面
崩
落
防
止
工
事
１
件
、
道

路
維
持
工
事
２
件
、
用
地
測
量
業
務
委
託

１
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
平
崎
川
戸
沼
地
区
配

水
管
布
設
工
事
１
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
中
央
配
水
池
・
大

野
岱
配
水
池
漏
水
修
繕
工
事
、
東
地
区
配

水
管
布
設
工
事
ほ
か
５
件
が
完
成
。
ま
た
、

高
津
森
小
規
模
水
道
配
水
場
フ
ェ
ン
ス
設

置
工
事
ほ
か
５
件
と
森
吉
合
川
地
区
統
合

簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
に
係
る
水
利
使

用
許
可
及
び
経
営
認
可
申
請
書
作
成
業
務

委
託
、
水
源
井
戸
調
査
業
務
委
託
を
発
注

し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
脇
神
字
米
ノ
岱

及
び
平
崎
川
戸
沼
地
内
で
面
整
備
工
事
２

件
、
管
渠
詳
細
設
計
業
務
委
託
２
件
及
び

地
質
調
査
業
務
委
託
を
発
注
し
ま
し
た
。

　  

消
防
本
部
関
係

■
非
常
備
消
防

　
７
月
28
日
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋

田
支
部
主
催
の
消
防
訓
練
大
会
が
大
館
市

で
行
わ
れ
、
規
律
訓
練
の
部
で
阿
仁
第
１

分
団
が
２
位
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

阿
仁
第
３
分
団
が
１
位
と
な
り
、
総
合
で

北
秋
田
市
第
１
隊
が
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
５
日
・
12
日
及
び
８
月
９
日
の
大

雨
洪
水
警
報
発
令
時
に
は
、
水
防
団
員
延

べ
１
５
０
人
が
出
動
し
、
河
川
等
の
警
戒

に
あ
た
り
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

■
常
備
消
防

　
５
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
火
災
発
生
状

況
は
、
林
野
火
災
５
件
、
そ
の
他
火
災
５

件
の
10
件
で
、
前
年
同
期
比
６
件
の
増
。

救
急
出
場
は
３
５
４
件
で
搬
送
人
員
は
３

２
８
人
、
前
年
同
期
比
18
件
の
増
で
２
人

の
増
。
ま
た
、
救
助
出
場
は
12
件
で
２
人

を
救
出
し
前
年
同
期
比
４
件
の
減
で
す
。

　
７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
第
42
回
東
北
地

区
支
部
救
助
技
術
指
導
会
に
お
い
て
、
基

本
泳
法
競
技
で
吉
田
富
昭
副
士
長
が
１
位

と
な
り
、
８
月
22
日
に
広
島
県
で
行
わ
れ

た
第
42
回
消
防
救
助
技
術
全
国
大
会
に
東

北
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

 

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
市
内
小
中
学
校
の
校
長
室
・
職
員
室
・

保
健
室
・
事
務
室
等
へ
の
冷
房
設
備
設
置

工
事
及
び
各
教
室
へ
の
扇
風
機
設
置
は
８

月
９
日
ま
で
に
全
学
校
で
完
了
し
ま
し
た
。

　
合
川
小
学
校
建
設
に
伴
う
合
川
中
学
校

野
球
場
の
建
設
工
事
は
、
年
内
の
工
事
完

了
を
目
指
し
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
今
年
度
も
部
活
動
に
お
け
る
各
種
大
会

で
市
内
の
児
童
生
徒
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　　　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
全
県
交
通
安
全
子

ど
も
自
転
車
大
会
で
は
、
昨
年
に
続
い
て

鷹
巣
南
小
学
校
が
優
勝
を
飾
り
、
個
人
の

部
で
も
吉
田
紗
綾
さ
ん（
６
年
）が
優
勝
し
、

６
位
ま
で
を
同
校
が
独
占
し
ま
し
た
。
８

月
の
全
国
大
会
で
は
、
団
体
15
位
と
十
分

に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
６
月
の
全
県
少
年
少
女
陸
上
競

技
大
会
で
は
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

で
髙
坂
虎
楠
さ
ん
（
鷹
巣
西
小
６
年
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　
７
月
に
開
催
さ
れ
た
第
62
回
全
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
団
体
で
森
吉
中
学
校
が
準
優
勝
し
ま

し
た
。
陸
上
競
技
で
は
男
子
共
通
３
０
０

０
ｍ
の
畠
山
卓
士
さ
ん
（
鷹
巣
中
３
年
）、

１
年
女
子
１
０
０
ｍ
の
成
田
萌
さ
ん
（
鷹

巣
中
）、
１
年
女
子
１
５
０
０
ｍ
の
萩
野

真
紀
さ
ん（
鷹
巣
中
）が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

女
子
共
通
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
も
鷹
巣
中

学
校
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第

59
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会

秋
田
県
大
会
で
は
、
女
子
１
年
１
０
０
ｍ

で
成
田
萌
さ
ん
、
女
子
共
通
２
０
０
ｍ
で

工
藤
美
幸
さ
ん
（
鷹
巣
中
２
年
）
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
、
女
子
低
学
年
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
は
、
鷹
巣
中
学
校
が
秋
田
県
中
学

校
新
記
録
で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
成
人
式
が
８
月

15
日
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
対
象
者
は
３
８
５
人
で
、
そ
の

う
ち
３
０
３
人
が
出
席
し
、
恩
師
を
は
じ

め
関
係
者
か
ら
の
激
励
を
受
け
、
成
人
と

し
て
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
祭
典
「
音
祭
」

が
８
月
４
日
に
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

市
内
の
社
会
人
・
高
校
生
・
小
学
生
バ
ン
ド
、

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
臨
時
公
開
が
８
月
４

日
に
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
１
６
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
平
成
25
年
度
小
学
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
が
７
月
11
日
、
合
川
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
男
女
74
名
が
参
加

し
、
基
本
と
高
度
な
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

▲台湾の旅行業者を訪問し、北秋田市を
ＰＲする津谷市長

▲全県大会で優勝した鷹巣西小学校の髙坂
虎楠さんと鷹巣南小学校の自転車部

▲大館北秋田支部消防訓練大会の、小型
ポンプ操法の部で優勝した阿仁第３分団

▲阪急百貨店うめだ本店で開催された物
産展

さ
や

こ
な
ん

た
く
し

も
え

ま
き

み
ゆ
き
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津谷市長記者会見／市長ダイアリー 北秋田市敬老式／大館北秋田支部総合防災訓練

▲台湾でのトップセールスなどについて
説明する津谷市長

▲近況を語りながら親睦を深める参加者
（森吉地区敬老式）

　
津
谷
市
長
の
記
者
会
見
が
８
月
27
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、「
森
吉
山
観
光
パ
ス
」

事
業
や
台
湾
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
９

月
定
例
会
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　
「
森
吉
山
観
光
パ
ス
」事
業
に
つ
い
て
は
、

「
９
月
14
日
か
ら
10
月
27
日
の
期
間
に
お

い
て
、
森
吉
山
観
光
エ
リ
ア
へ
の
二
次
交

通
網
の
充
実
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、

太
平
湖
遊
覧
船
と
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
の
２
種

類
の
周
遊
パ
ス
ポ
ー
ト
商
品
を
販
売
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
事
業
は
、

公
共
交
通
機
関
や
地
域
観
光
の
活
性
化
に

向
け
た
誘
客
の
た
め
の
実
証
事
業
と
し
て

行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
森
吉
山
観
光

エ
リ
ア
内
の
鉄
道
、ゴ
ン
ド
ラ
、タ
ク
シ
ー
、

遊
覧
船
が
利
用
で
き
る
地
域
型
パ
ス
と
し

て
、今
後
は『
森
吉
山
ま
る
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
』や
来
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
阿
仁
熊
牧
場

へ
の
誘
客
の
可
能
性
を
探
る
も
の
と
し
て
、

次
年
度
以
降
の
事
業
展
開
に
大
き
な
期
待

を
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
台
湾
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

は
「
８
月
18
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
台
湾

を
訪
問
し
、
旅
行
会
社
や
航
空
会
社
さ
ら

に
は
台
湾
の
経
済
団
体
の
方
々
へ
の
北
秋

田
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
、
秋
田
県
へ
の
観
光
客
の
誘
客
と

国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
復
活
を
目
指
し
た

佐
竹
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
訪
問
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
過
去
２
回
に
わ
た

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
結
果
、
北
秋
田
市

に
観
光
客
を
送
り
込
ん
で
く
れ
た
台
湾
の

旅
行
会
社
５
社
を
訪
問
し
、
台
湾
観
光
客

の
反
応
や
北
秋
田
市
観
光
の
評
価
や
要
望

な
ど
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も
に
新
た

な
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
等
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
内
陸
線
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

各
旅
行
会
社
等
へ
の
情
報
発
信
や
提
案
を

行
う
こ
と
で
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北

秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
1
日
、

阿
仁
前
田
地
区
で
実
施
さ
れ
、
消
防
団
員

や
地
域
住
民
な
ど
約
３
５
０
人
が
参
加
し
、

消
火
活
動
や
人
命
救
助
な
ど
の
訓
練
が
本

番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
訓
練
は
、
市
民
と
防
災
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
連
絡
、
協
調
体
制
を
確
立

し
、
迅
速
・
的
確
な
応
急
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に
防
災
思
想
の

普
及
・
啓
発
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
こ
の
日
の
訓
練
は
、
森
吉
山
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９
の
地
震
が

発
生
し
、
北
秋
田
市
で
は
最
大
震
度
６
強

を
観
測
し
、
阿
仁
前
田
地
区
周
辺
で
は
、

火
災
発
生
や
家
屋
の
崩
壊
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
寸
断
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
河
川
の
せ

き
止
め
、
決
壊
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
。
直
ち
に
北
秋
田
市

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
被
害
情
報
等
の

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
火
活
動
や

人
命
救
助
等
に
対
応
す
る
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
八
幡
森
地
区
で
は
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
水
幕
ホ
ー
ス
で
の

火
災
防
御
訓
練
が
、
ま
た
、
阿
仁
前
田
駅

前
地
区
で
は
、
土
砂
決
壊
に
よ
る
住
民
避

難
誘
導
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
仁
川
と
小
又
川
の
合
流
地
周
辺
で
は
、

川
に
流
さ
れ
た
要
救
助
者
を
救
助
艇
及
び

水
中
ス
ク
ー
タ
ー
で
検
索
し
、
救
命
索
発

射
銃
や
防
災
ヘ
リ
を
使
っ
て
救
出
。

　
更
に
、
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
で
は
従
業
員

や
駅
前
住
民
が
協
力
し
、
負
傷
者
の
搬
出
、

応
急
手
当
て
を
す
る
と
と
も
に
、
重
傷
者

を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
へ
引
き
継
ぐ
訓
練
や
、

３
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
担
架
で
救
出
す
る

訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
赤
奉
仕
団
の
炊
き
出
し
や
応

援
協
定
を
結
ん
で
い
る
事
業
所
か
ら
の
支

援
物
資
の
搬
入
、
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
、
煙
体
験
な
ど
有
事
に
備
え
た
多
彩

な
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
敬
老
式

い
つ
ま
で
も
壮
健
で
心
豊
か
な
人
生
を

津
谷
市
長
記
者
会
見

台
湾
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
報
告

大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練

自
助
・
共
助
で
有
事
に
備
え
る

◇
８
月
16
日
〜
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
金
）▽
９
月
補
正
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）

18
日（
日
）▽
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス（
〜
23
日
ま
で
）

26
日（
月
）▽
平
成
25
年
度
森
吉
山
ダ
ム
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
ホ
テ
ル

松
鶴
）▽
坊
沢
地
区
市
長
と
語
る
会（
坊
沢
公
民
館
）

27
日（
火
）▽
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
移
動
行
政
懇
話
会

（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

28
日（
水
）▽
移
動
行
政
懇
話
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

29
日（
木
）▽
移
動
行
政
懇
話
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

30
日（
金
）▽
移
動
行
政
懇
話
会（
中
央
公
民
館
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
戦
没

者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
平
成
25
年
度
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北
秋
田

郡
市
地
方
大
会（
文
化
会
館
）▽
北
秋
田
市
土
地
改
良
区
統
合
推
進
協

議
会
設
立
総
会（
本
庁
舎
）

９
月
1
日（
日
）▽
平
成
25
年
度
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練

（
阿
仁
前
田
地
区
）

３
日（
火
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会（
議
事
堂
）

５
日（
木
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会（
議
事
堂
）

６
日（
金
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会（
議
事
堂
）▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
る

さ
と
自
慢
う
た
自
慢（
文
化
会
館
）

７
日（
土
）▽
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員
研
修
会（
あ
ゆ
っ
こ
）

８
日（
日
）▽
北
秋
田
市
名
誉
市
民
畠
山
義
郎
殿
お
別
れ
の
会（
合
川
体
育
館
）

10
日（
火
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
森
吉
地
区
敬
老
式（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
）

12
日（
木
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
合
川
地
区
敬
老
式（
合
川
体
育
館
）

13
日（
金
）▽
平
成
25
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会（
議
事
堂
）

14
日（
土
）▽
第
13
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り（
旧
北
秋
中
央
病
院
跡
地
）▽
平
成

25
年
度
北
秋
田
市
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
体
育
館
）

15
日（
日
）▽
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
鷹
巣
地
区
敬
老
式（
中
央
公
民
館
）

▲八幡森地区で行われたバケツリレーに
よる消火訓練

　
北
秋
田
市
敬
老
式
が
９
月
８
日
の
鷹
巣
各

地
区
を
皮
切
り
に
市
内
10
か
所
で
開
か
れ
、

式
典
や
祝
宴
な
ど
で
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
敬
老
式
対
象
者
は
、
市
全
体
で

昨
年
度
よ
り
90
人
多
い
８
３
５
２
人
（
男

２
９
４
８
人
、
女
５
４
０
４
人
）
で
す
。

　
こ
の
う
ち
、
10
日
に
森
吉
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
森
吉
地
区
敬
老

式
に
は
、
約
４
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
津
谷
市
長
が
「
こ
れ
ま
で

皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

地
域
の
つ
な
が
り
を
も
と
に
し
て
、
元
気

一
杯
の
北
秋
田
市
づ
く
り
を
目
指
し
頑
張

り
ま
す
の
で
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
私

た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
、
地
域
社
会
を
支

え
る
担
い
手
と
し
て
、
今
後
も
一
層
の
お

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
。
つ
づ
い
て
米
内
沢
小
学
校
６
年
の

九
島
桃
依
さ
ん
と
、
前
田
小
学
校
６
年
の

菅
原
美
咲
さ
ん
が
敬
老
作
文
を
朗
読
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
敬
老
式
の
対
象
と

な
っ
た
75
歳
の
方
々
と
、
米
寿
、
白
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
々
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
ほ
か
、
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
の
協
力
に

よ
り
、
出
席
者
全
員
に
特
製
の
バ
タ
ー
餅

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。　

　
式
典
後
の
祝
宴
で
は
、
お
互
い
の
近
況

な
ど
を
語
り
合
い
、
児
童
や
婦
人
会
な
ど

に
よ
る
踊
り
や
歌
を
観
賞
し
な
が
ら
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。▲お互いの長寿を祝って乾杯する参加者

（沢口地区敬老式）

も　
え

み
さ
き
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第
11
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

が
９
月
８
日
、
大
太
鼓
の
館
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
開
か
れ
、
迫
力
あ
る
太
鼓
演
奏
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら

大
勢
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
内
か
ら
９
団
体
と
上
小
阿
仁
村

の「
上
小
阿
仁
和
太
鼓
保
存
会 

鼓
響
」の
ほ

か
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
仙
臺
す
ず
め
踊

り「
仙
千
代
祭
連
」、
仙
北
市
の
創
作
和
太
鼓

「
桂
組
」、
宮
城
支
部「
琉
球
國
祭
り
太
鼓
」が

出
演
し
、
見
事
な
踊
り
と
力
強
い
バ
チ
さ
ば

き
の
演
奏
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
綴
子
上
町
・
下
町
大

太
鼓
保
存
会
が
合
同
演
奏
を
披
露
し
、
４
張

り
の
大
太
鼓
が
共
鳴
す
る
迫
力
あ
る
轟
き
音

で
魅
了
し
た
ほ
か
、
出
演
者
が
総
出
演
し
盛

大
に
最
後
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲出演者が総出演して最後を締めくくった
太鼓まつり

豪華な特別ゲストも出演 ●第11回北秋田市たかのす太鼓まつり

　
空
の
日
と
空
の
旬
間
を
記
念
す
る
「
大
館

能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
が

９
月
８
日
、
大
館
能
代
空
港
で
開
か
れ
、
空

港
関
係
車
両
の
展
示
や
熱
気
球
体
験
搭
乗
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
熱
気
球
搭
乗
体
験
は
、
事
前
申
し
込
み
の

抽
選
で
当
選
し
た
方
の
み
が
搭
乗
で
き
る
、

毎
年
大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
。
搭
乗
し
た
人
た

ち
は
、
上
空
か
ら
、
下
で
見
守
る
家
族
や
友

人
に
向
か
っ
て
楽
し
そ
う
に
手
を
振
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
滑
走
路
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

の
「
空
港
探
検
隊
」
や
、
飛
行
機
の
牽
引
車

な
ど
「
空
港
で
働
く
ク
ル
マ
の
展
示
」、
パ

イ
ロ
ッ
ト
と
客
室
乗
務
員
の
「
ち
び
っ
子
制

服
試
着
コ
ー
ナ
ー
」、「
空
港
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

な
ど
も
企
画
さ
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

▲今年も家族連れに大人気となった、熱気
球搭乗体験

空のイベントに大勢の人出 ●大館能代空港スカイフェスタ２０１３

　
第
５
回
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
北
欧
の
杜
が
８
月
25
日
、
県
立
北
欧
の
杜

公
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

北
東
北
を
中
心
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
昭
和

の
名
車
１
０
０
台
以
上
が
展
示
さ
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
や
名
車
フ
ァ
ン
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議

所
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
実
行
委
員
会
（
澤

田
吉
宏
実
行
委
員
長
）
が
主
催
し
て
い
る
も

の
で
今
回
が
５
回
目
。

　
昭
和
38
年
式
の
ダ
ッ
ト
サ
ン
ブ
ル
ー
バ
ー

ド
、
ハ
コ
ス
カ
や
ケ
ン
メ
リ
と
呼
ば
れ
る

ニ
ッ
サ
ン
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
、
今
と
な
っ

て
は
希
少
な
車
の
展
示
に
、
車
の
オ
ー
ナ
ー

と
会
話
で
盛
り
上
が
る
人
や
、
写
真
撮
影
を

す
る
人
な
ど
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲足を止めて、お気に入りの車をじっくり
見入る観客

昭和の名車が大集合 ●第５回ノスタルジックカーフェスタ in 北欧の杜

　
８
月
31
日
に
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
「
第
11

回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
陸
上
競
技
」
で
、

木
村
四
郎
さ
ん
（
83
歳
・
合
川
李
岱
）
が
金

メ
ダ
ル
と
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
た

昭
和
40
年
以
降
、
前
身
で
あ
る
県
身
体
障
害

者
体
育
大
会
か
ら
毎
年
出
場
し
、
一
度
も
メ

ダ
ル
獲
得
を
逃
す
こ
と
な
く
、
栄
光
を
積
み

上
げ
て
こ
ら
れ
、
現
在
そ
の
数
は
43
個
。

　
こ
の
偉
業
に
つ
い
て
、
木
村
さ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
色
々
と
苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

獲
得
し
て
き
た
メ
ダ
ル
は
私
の
宝
物
」
と
述

べ
、「
周
囲
か
ら
は
50
個
を
目
指
し
て
頑
張

れ
と
言
わ
れ
る
が
４
年
は
か
か
る
。
ど
れ
だ

け
続
け
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
元
気
な
う

ち
は
出
場
を
続
け
た
い
」
な
と
と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

▲これまでの獲得メダル数が43個になっ
た木村四郎さん

獲得メダルが43個に ●北秋田市李岱　木村四郎さん

　
国
指
定
史
跡「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」な
ど
市
の

縄
文
遺
跡
と
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
第
13
回
北

秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
」
が
９
月
14
日
、
北
秋

中
央
病
院
跡
地
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

や
考
古
学
フ
ァ
ン
ら
が
土
偶
や
勾
玉
づ
く
り

な
ど
で
縄
文
時
代
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
当
時
の
装
飾
品
だ
っ
た
「
勾

玉（
ま
が
た
ま
）」
を
つ
く
る
コ
ー
ナ
ー
や
、

土
器
・
土
偶
づ
く
り
、
弓
矢
の
的
当
て
、
火

お
こ
し
体
験
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
の
衣
装
を

着
て
の
記
念
撮
影
や
縄
文
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

歌
や
踊
り
を
披
露
す
る
「
縄
文
音
楽
祭
」
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
縄
文
文
化

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
各
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
協
力
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

▲弓矢の的当てコーナーで、縄文時代の狩
猟文化を体験

伊勢堂岱遺跡を後世に繋ぐ ●第13回北秋田市縄文まつり

　
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
の
操
作
技
術
を
競
う
第

51
回
F
３
Ａ
ラ
ジ
コ
ン
曲
技
日
本
選
手
権
が
、

９
月
13
日
・
14
日
、
県
立
北
欧
の
杜
公
園
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
日
本
選
手
権
は
日
本
模
型
航
空
連
盟
の
主

催
で
、
年
１
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
同
公
園

で
開
か
れ
る
の
は
４
年
ぶ
り
５
回
目
。
全
国

７
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
40
人
の

選
手
が
出
場
し
日
本
一
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
主
翼
、
胴
体
が
各
２
ｍ
以
内
、

重
さ
５
㎏
以
内
の
模
型
飛
行
機
を
使
用
し
、

８
分
以
内
に
宙
返
り
や
ロ
ー
ル
な
ど
規
定
に

盛
り
込
ま
れ
た
17
種
目
の
曲
技
の
正
確
さ
を

競
う
も
の
。
会
場
で
は
、
ラ
ジ
コ
ン
フ
ァ
ン

や
一
般
の
見
物
客
が
、
空
を
見
上
げ
て
飛
行

機
を
目
で
追
い
な
が
ら
、
華
麗
な
飛
行
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲模型飛行機を巧みな技術で操作し、曲技を
披露する選手

ラジコン飛行機の操作技術を競う ●Ｆ３Ａラジコン曲技日本選手権
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　全国各地で様々な文化活動に親しんでいる個人や団体が、日頃の活動の成果や実力を披
露し、交流する「国内最大の文化の祭典」です。
　秋田県では初めての開催となり、各市町村で 70を超える事業を実施し、秋田の文化を
全国に発信します。

第29回国民文化祭・あきた2014

第29回国民文化祭・あきた2014において北秋田市では次の３つの事業が行われます第29回国民文化祭・あきた2014において北秋田市では次の３つの事業が行われます

笑内駅から根子集落までフットパスをしながら、根子番楽など地域の伝統芸能を鑑賞します。　
　参加料：1000円／申込締切：10月３日（金）／申込先：事務局（北秋田市総合政策課国民文化祭係）☎62‐8002
　主催：第29回国民文化祭北秋田市実行委員会内陸線アート企画委員会

「山水みな　詩の国　あきた」「山水みな　詩の国　あきた」

現代詩フェスティバル

「北の大地で　触れて体験　木のぬくもりを」「北の大地で　触れて体験　木のぬくもりを」

１．チェンソーアートの公開制作・展示
　　全国から選抜されたトップカーバーによる公開制作を行い、作品を展示します。
２．チェンソーアート体験教室
　　参加者を公募し、チェンソーアートの体験教室を開催します。
３．木のアート展～北の大地に舞う赤とんぼ大作戦～
　　ご来場の皆さんに参加いただき、木の「赤とんぼ」を作り、公園内に飾り付けてアートを作ります。
４．木に親しむ体験イベント
　　どんぐりやストラップ、リースなどの「木工手作り体験」や、のこぎりなどの様々な道具の使い方　
　を学ぶ「きこり体験」を行います。

期日：平成26年10月10日（金）～13日（月・祝）
会場：秋田県立北欧の杜公園

チェンソーアートフェスティバル

期日 ： 平成26年10月４日（土）～11月３日（月・祝）
場所 ： 秋田内陸線沿線
期日 ： 平成26年10月４日（土）～11月３日（月・祝）
場所 ： 秋田内陸線沿線

１．エリア拠点アートプロジェクト
　根子番楽を主とした地域の伝統芸能と内陸線アートをコラボレーションし、内陸線沿線地域の魅
力を全国に発信します。
２．滞在制作（アーティスト・イン・レジデンス）プログラム
　アーティストが2013年から地域に滞在し、2014年にプロジェクトを完成させる地域密着型プ
ログラムを実施します。
３．内陸線で働く人をテーマにした写真展
　  秋田内陸線で働く人に光を当て、誇りをもって業務にあたる姿をアートとして展示します。
４．全国公募展
　全国から内陸線や内陸線沿線地域の記憶に残したい風景、物語などを題材にした作品（絵画、写真、
映像、造形）を募集し、展示し審査を経て、優れた作品の表彰を行います。
５．北秋田市・仙北市共通事業
○内陸線全29駅でコンサート等のイベント開催など、沿線の皆さんと協働し、参加型のプロジェク
トを実施します。
○沿線の学校や若手アーティスト等と連携して作成したデザインを、内陸線の車両にラッピングし
て運行します。
○貸切列車を利用した車両内でのコンサート、演劇、パフォーマンスなどのイベントを行います。

内陸線アート 北秋田市主催事業北秋田市主催事業
第29回国民文化祭・あきた2014第29回国民文化祭・あきた2014

く　　ら　　し

≪お問い合わせ≫≪お問い合わせ≫

プレイベントの紹介今年開催される

国民文化祭とは

第29回国民文化祭北秋田市実行委員会事務局（北秋田市総務部総合政策課内）
　北秋田市花園町 19番１号　　TEL：0186‐62‐8002　FAX：0186‐63‐2586
E-mail：kokumin@city.kitaakita.akita.jp
ホームページアドレス：http://www.city.kitaakita.akita.jp/kokubun

「ローカル鉄道でつなぐ
　人と自然がよりそう生活文化」
「ローカル鉄道でつなぐ
　人と自然がよりそう生活文化」

「秋田の詩祭2013」

「根子フットパス」

詩の朗読や講演などが行われます。多くの皆さまの来場をお待ちしています。
　参加料：無料／会場：北秋田市交流センター／問合せ先：北秋田市生涯学習課文化係☎62‐6618
　主催：秋田県現代詩人協会

開催日：平成25年10月20日（日）　午後１時30分から午後４時

イギリスを発祥とするＦｏｏｔ（森林や田園地帯、古い街並みなど地域に昔から
ある、ありのままの風景を楽しみながら歩くこと）ができるＰａｔｈ（こみち）

フットパスとは・・・

１．全国文芸祭現代詩大会　　期日：平成26年10月26日（日）／会場：北秋田市文化会館　
　　全国から自由なテーマで作品を募集し、審査を経て表彰します。
２．北の風土・詩作の旅　　期日：平成26年10月25日（土）
　　現代詩エクスカーション（体験型の見学会）として市の自然や文化財を巡る詩作の旅を行います。
３．あきたゆかりの詩集に親しむ　　期間：平成26年11月～
　　大会作品や秋田にゆかりのある作家の詩を市内の図書館や図書室で公開します。

開催日：平成25年10月６日（日）、13日（日）　午前９時30分から午後４時
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第
９
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
が
９
月
７
日
と
８
日
に
、
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
や
創
造
力
あ
ふ
れ
る
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
８
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
明
工
夫
展
は
、
科
学
や
造
形
技
術
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
創
意
と
工
夫
の
芽

を
育
て
る
た
め
、
市
内
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
夏
休
み
に
制
作
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
作

品
や
便
利
な
作
品
を
募
集
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
市
内
の
12
小
学
校

か
ら
過
去
最
高
の
１
０
０
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
29
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
入
賞
は
、
市
長
賞
・
教
育
委
員
長
賞
・

議
長
賞
・
教
育
長
賞
・
審
査
委
員
長
賞
の

特
別
賞
（
各
１
人
計
５
人
）
と
金
賞
（
８

人
）・
銀
賞
（
16
人
）
で
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
三
澤
仁
教
育
長
が
「
日

本
が
世
界
に
誇
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
が
、
特
に
素
晴
ら
し
い
の
は
物
づ
く

り
で
、
精
密
機
械
、
楽
器
、
工
具
な
ど
は

絶
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の

独
創
力
、
想
像
力
、
発
想
力
も
優
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
君
た
ち
も
、
ま
さ

に
そ
の
通
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
信
を

持
ち
、
勉
強
や
運
動
、
心
も
鍛
え
て
立
派

に
な
り
、
将
来
は
こ
の
街
を
素
晴
ら
し
い

街
に
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
入
賞
作
品
は
、
最
近
話
題
と
な
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
を
題
材
に
し
た
作
品
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
容
器
な
ど
身

の
回
り
に
あ
る
素
材
を
再
利
用
し
た
り
、

創
意
工
夫
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
物
ば
か
り
。

　
寺
田
博
明
審
査
委
員
長
（
鷹
巣
東
小
校

長
）
は
「
皆
さ
ん
は
、
1
0
0
人
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
身
の
回
り
に

あ
る
物
に
注
目
し
て
生
活
し
た
ら
、
皆
さ

ん
の
生
活
が
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　
特
別
賞
を
受
賞
し
た
５
人
の
作
品
は
11

月
９
日
と
10
日
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
秋
田
で

開
か
れ
る
、
第
62
回
秋
田
県
発
明
展
の
児

童
・
生
徒
の
部
に
北
秋
田
市
代
表
と
し
て

推
薦
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
長
賞
の
ほ
か

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
特
別
賞
に

つ
い
て
は
講
評
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

想
像
力
豊
か
な
作
品
が
一
堂
に

金
賞

　
松
尾　
里
咲
（
鷹
巣
東
小
２
年
）

　
河
田　
晃
和
（
合
川
北
小
２
年
）

　
金
澤　
　
蓮
（
鷹
巣
東
小
３
年
）

　
三
澤　
由
飛
（
鷹
巣
小
３
年
）

　
藤
嶋　
悠
人
（
鷹
巣
小
４
年
）

　
小
笠
原
優
斗
（
綴
子
小
４
年
）

　
小
坂　
朝
陽
（
鷹
巣
東
小
５
年
）

　
神
成　
就
斗
（
鷹
巣
南
小
５
年
）

銀
賞

　
關　
　
智
弘
（
合
川
東
小
２
年
）

　
成
田　
美
海
（
合
川
小
２
年
）

　
石
田　
隼
禎
（
鷹
巣
小
２
年
）

　
新
林　
美
麗
（
鷹
巣
小
２
年
）

　
金
子　
秀
明
（
綴
子
小
２
年
）

　
佐
藤　
聖
和
（
合
川
北
小
３
年
）

　
工
藤　
大
陸
（
合
川
北
小
３
年
）

　
村
上　
海
都
（
鷹
巣
東
小
３
年
）

　
戸
嶋　
　
楓
（
鷹
巣
西
小
３
年
）

　
奈
良
田　
心
（
綴
子
小
４
年
）

　
伊
勢
は
る
な
（
合
川
北
小
５
年
）

　
伊
東
葵
茄
弥
（
阿
仁
合
小
５
年
）

　
安
部　
優
雅
（
合
川
北
小
６
年
）

　
池
田
知
紗
希
（
前
田
小
６
年
）

　
三
浦　
陽
奈
（
前
田
小
６
年
）

　
堀
内　
俊
哉
（
綴
子
小
６
年
）

り
さ

あ
き
とれ

ん

ゆ
う
と

ゆ
う
と

ゆ
う
と

あ
さ
ひ

し
ゅ
う
と

と
も
ひ
ろ

み
う

は
や
て

み
れ
い

ひ
で
あ
き

せ
い
わ

り
く

か
い
と

か
え
で

こ
こ
ろ

き
な
み

ゆ
う
が

ち
さ
き

は
る
な

し
ゅ
ん
や

しゅんた

◆市長賞 
　作品名 「ゲリラ豪雨もキャッチ～ペットボトルの雨量計」
　作　者　千葉 駿太さん（鷹巣南小６年）
　身の回りに起こる異常気象。必要感があり、発明に対する目の付け所
がとてもいい作品です。降った雨量をとらえやすいように３段階で切り
替わるＬＥＤがポイントです。大切な電子機器の部分をしっかりと守る
カバ－をも備え、実用を意識しているところが素晴らしいです。

特別賞受賞作品の講評と
　　　　　各賞の入賞者の紹介

　あまったり・使いかけのポ
ケットティッシュを、便利に
使えるという点がとてもいい
作品です。あと何個残ってい
るのかを一目で見ることがで
きるし、キャラクターにキリ
ンを使っていて『のびる』と
いうことを表しているところ
がとても楽しいです。

◆教育委員長賞 
　作品名「キリンのティッシュボックス」
　作　者　木村 優花さん（米内沢小４年）

ゆうと

◆教育長賞 
作品名「不思議お化けキャッチャー」
作　者　佐藤 悠人さん（鷹巣南小２年）

　発泡スチロールやシロップ
の容器などの身の回りにある
少ない素材だけで工夫して作
り上げています。磁石や接着
剤を使わず、空気圧の原理を
使っていて、シンプルだけれ
ども面白い科学の不思議さを
感じさせてくれる作品です。

◆議長賞 
　作品名「くっつけいっぱいこばんざめ」
　作　者　松橋 颯良さん（合川小１年）

　浮力の原理を上手に使った不
思議なおもしろさのある作品で
す。ペットボトルを押したとき
に、中の魚が下がりやすいよう
に、水の量を上手に工夫してい
ます。小さい「しょうゆさし」
を「こばんざめ」に見立てたこ
とが、より一層かわいらしさと
楽しさを引き立てています。

◆審査委員長賞 
作品名「モールレース」
作　者　宮野 裕規さん（綴子小４年）

　モーターの振動を上手に用い
ていて、レースをするモールの
動きを追う楽しい作品です。わ
ざとモーターの設置部分を不安
定にしていることにより、振動
が大きくなり、ゲーム性を増し
ている点が工夫されています。
コ－スをカーブさせたこともよ
く考えられています。

ゆうき

ゆ か そうら

第９回
北秋田市発明工夫展
第９回
北秋田市発明工夫展
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問 生涯学習課文化係 ☎62－6618

渡邊喜惠子生誕１００周年記念展
 直木賞受賞作品「馬渕川」のほか「タンタラス
の虹」、「万灯火」など数多くの作品を執筆した北
秋田市ゆかりの作家・渡邊喜惠子の生誕100周年
を記念し、渡邊さんの愛用品、出版物、
写真などを展示します。

期間：11月１日～３月23日
時間：９時～ 17時
会場：文化会館　入場料：無料

学びの広場

自分で決めるということ
～鳥居一頼先生の講話集会～

とりい　かずより

　地域福祉アドバイザーとしても活躍している鳥居
一頼先生を招いた講話集会が、９月６日、鷹巣中学校、
鷹巣南中学校、秋田北鷹高校で開かれました。
　鳥居先生は元小学校長で、現在は大学で非常勤講
師を務めるほか、全国で福祉教育や心の授業、ボラ
ンティア学習の普及啓発などに取り組んでいます。
　このうち、鷹巣中学校では２年生を対象に「自分
で決めるということ」と題して集会が行われ、生徒
への問い掛けをしながら考えを深めました。
　鳥居先生は「自分の考えを持ち、自分で判断する
ことが大切。その上で他の人と対話することにより
信頼が生まれ、豊かに考えが膨らむ」などと述べ、 ▲対話しながら進められた講話集会

生徒たちは自分の考えを大切にして生きることを学
びました。

第８回

問 生涯学習課文化係 ☎62－6618

■会場:文化会館
■時間:８時30分～（開場）
　　　 ９時～（開演）

演示部門

11/３（日）～４日（月）11/３（日）～４日（月）
展示部門

11/２（土）～４日（月）11/２（土）～４日（月）
■会場:鷹巣体育館
■時間:９時～17時
　　　 （４日は15時まで）

入場
無料
入場
無料

第８回浜辺の歌音楽祭
11月２日（土）
開場/9：30 開演/10：00

会場：北秋田市文化会館 成田為三

　「浜辺の歌」、「かなりや」、「秋田県民歌」など
で知られる郷土出身の作曲家・成田為三を顕彰
する音楽祭です。幼稚園・保育園、小中学校、
一般団体により成田為三作品を中心とした合唱
曲が披露されます。

問 生涯学習課文化係 ☎62－6618 渡邊喜惠子

北秋田市文化祭北秋田市文化祭北秋田市文化祭

問 秋田県生涯学習課文化財保護室 ☎018‐860‐5193

　世界遺産登録をめざす縄文遺跡の魅力をはじめ、
秋田県の構成資産についてわかりやすく解説する
など、縄文遺跡の魅力を味わうための基礎的な知
識を学習します。お気軽にご参加ください。

育成講座

日時：10月13日（日）９時～ 15時
会場：北秋田市中央公民館　参加費：無料
申込締切：10月４日（金）

ＪＯ

ＭＯ
Ｎ

申

ジ
ョ

ウ
モ
ン

ナビゲ
ーター

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

67

秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　（
考
古
資
料
）

○「
板
状
土
偶
」

◇
所
在
地　
材
木
町
２
‐
３

北
秋
田
市
文
化
会
館（
常
設
展
示
）

◇
管
理
者　
市
教
育
委
員
会

　
国
指
定
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
環
状
列
石

Ｂ
の
土
坑
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、

頭
部
と
胴
体
部
が
分
れ
て
出
土
し
ま
し
た
。

　
高
さ
18
・
５
㎝
、
厚
さ
１
㎝
の
土
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
は
２
０

０
点
近
く
の
土
偶
が
出
て
い
ま
す
が
、

完
全
な
形
で
復
元
で
き
た
も
の
は
こ
の

１
点
で
す
。
縄
文
時
代
後
期
（
４
０
０

０
年
前
）
の
典
型
的
な
土
偶
の
形
や
様

子
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
、
伊
勢
堂

岱
遺
跡
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
手
足
を
省
略
し
た
逆
三
角
形
の
板
状

の
体
部
に
突
き
出
た
頭
部
が
特
徴
的
な

土
偶
で
、
頭
部
や
顎
、
胴
部
を
観
察
す

る
と
、
上
部
に
２
個
の
貫
通
孔
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
装
飾
用
な
ど
に
利
用

さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
で
平
成
21

年
９
月
10
日
〜
11
月
22
日
ま
で
、
文
化

庁
主
催
の
『
土
偶
の
力
（
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

ｏ
ｆ
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
』
が
開
催
さ
れ
、
こ
の

土
偶
も
日
本
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
と

並
ん
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡

　
縄
文
時
代
後
期
前
葉
を
主
体
と
す
る

遺
跡
で
、
４
つ
の
環
状
列
石
が
確
認
さ

れ
、
国
内
で
も
類
例
が
な
い
遺
跡
と
し

て
、
平
成
13
年
１
月
29
日
に
国
指
定
史

跡
と
な
り
ま
し
た
。
青
森
・
岩
手
・
北

海
道
・
秋
田
の
18
遺
跡
と
共
に
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
、
運
動
を
展
開
中
で
す
。

◇
土
偶
（
ど
ぐ
う
）

　
人
を
か
た
ど
っ
た
土
製
品
で
、
大
部

分
が
女
性
像
で
す
。
妊
娠
・
出
産
・
育

児
の
表
現
か
ら
、
生
殖
・
豊
穣
を
祈
る

呪
術
的
な
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
手
・
頭
・
胴
・
足
な
ど

が
意
図
的
に
破
壊
さ
れ
て
出
土
し
て
い

ま
す
。
祭
儀
で
破
損
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　
　▽

平
成
23
年
２
月
県
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
教
育
委
員
会
作
成
資
料
、「
日

本
史
辞
典
」(

角
川
新
版)

、「
北
鹿
は

宝
箱
」「
鷹
巣
町
史
年
表
」
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

　

も
り
よ
し
文
化
交
流
会
で
は
、芸
文
協

加
入
団
体
や
、サ
ー
ク
ル
活
動
し
て
い
る

方
以
外
の
、個
人
の
作
品
も
募
集
し
て
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
作
品
を
発
表
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

演
示
日
時　
11
月
17
日（
日
）10
時
〜

展
示
期
間　
11
月
17
日（
日
）か
ら
12
月
末

会
場
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
　
森
吉
地
区
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
個
人
の
作
品
。手
芸
や
絵
画
、工
芸
品
な

ど
自
身
の
作
品

申
込
締
切　
10
月
10
日（
木
）

　
10
月
14
日「
も
り
よ
し
合
唱
祭
」、10
月

20
日「
四
季
美
湖
紅
葉
ま
つ
り
」、
11
月
２

日「
第
８
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
」に
お
い
て
、

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
と
一

緒
に
歌
う
キ
ッ
ズ
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

練
習
日　
①
10
月
３
日（
木
）／
②
10
月
10

日（
木
）／
③
10
月
17
日（
木
）／
④
10
月
24

日（
木
）／
⑤
11
月
１
日（
金
）

時
間　
19
時
〜
20
時

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

募
集
対
象　
小
学
校
に
入
学
前
の
子
ど
も

■
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
講
座

　
　
　
　
　
　
　
〜
み
の
り
の
秋
〜

日
時　
10
月
16
日（
水
）10
時
〜
12
時

場
所　
森
吉
公
民
館

講
師　
北
林
玲
子
氏

材
料
代　
３
０
０
０
円

定
員
　
15
人

持
ち
物
　
は
さ
み

申
込
締
切
　
10
月
11
日（
金
）

■
初
心
者
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
写
真
講
座

　
　
　
　
　
　
　
〜
秋
の
奥
森
吉
〜

日
時　
10
月
17
日（
木
）９
時
集
合

集
合
場
所　
森
吉
公
民
館

講
師　
成
田
睦
雄
氏

定
員
　
10
人

持
ち
物
　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、昼
食

※

自
家
用
車
で
森
吉
山
へ
移
動
し
ま
す

■
太
巻
き
寿
し
講
座

日
時　
10
月
25
日（
金
）18
時
〜
20
時

場
所　
合
川
公
民
館

講
師　
齊
藤
イ
ヨ
子
氏

定
員
　
15
人
程
度

参
加
費　
５
０
０
円　
　
　
　

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

申
込
期
間
　
10
月
１
日（
火
）〜
16
日（
水
）

も
り
よ
し
文
化
交
流
会
〜
作
品
募
集

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72‐

３
２
５
９

は
ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
募
集

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62‐

６
６
１
８

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72‐

３
２
５
９

森
吉
公
民
館
公
開
講
座

板
状
土
偶

▲

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４
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精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

　

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
10
月
17
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62̶

１
１
６
５

　

大
太
鼓
ウ
オ
ー
ク

期
日　
10
月
16
日（
水
）

時
間　
10
時
〜
13
時
30
分

場
所　
綴
子
地
区
周
辺

集
合
場
所　
道
の
駅
た
か
の
す

持
ち
物　
昼
食
、
飲
み
物
、
は
し
、
お
椀
、

雨
具
等
（
み
そ
汁
サ
ー
ビ
ス
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

  

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
10
月
７
日
（
月
）、
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　
28
日
（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

  

10
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
10
月
29
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
10
月
29
日
（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
25
年
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
10
月
３
日
（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
24
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
10
月
18
日
（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
24
年
10
月
生
ま
れ
の
子

  

健
康
相
談

場
所
／
期
日　

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　
10
月
３
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
10
月
９
日（
水
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
10
月
17
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
10
月
24
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等

持
ち
物　
健
康
手
帳

　
　
　
　
※
初
め
て
の
方
は
不
要
で
す

  

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
10
月
18
日
（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

食
育
キ
ッ
ズ
参
加
者
募
集

期
日　
10
月
25
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
13
時

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
保
育
士
に
よ
る
育
児
セ
ラ
ピ
ス
ト

＆
親
子
遊
び
、簡
単
な
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

対
象
者　

市
民
で
入
園
前
の
幼
児（
１
歳

以
上
）と
保
護
者
20
組

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
子
ど
も
用
エ
プ
ロ
ン・ス
プ
ー
ン・

箸
、お
し
ぼ
り
、そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
物

申
込
締
切　
10
月
15
日（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

　

体
力・運
動
能
力
テ
ス
ト

　
20
歳
〜
64
歳
の
方
を
対
象
に
体
力
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。

【
日
時・場
所
】

▽
10
月
11
日（
金
）　
18
時
〜
21
時

　
鷹
巣
体
育
館

▽
10
月
22
日（
火
）　
18
時
〜
21
時

　
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】　
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
／
血
圧

測
定
／
握
力
／
上
体
起
こ
し
／
長
座
体
前

屈
／
反
復
横
と
び
／
立
ち
幅
と
び
／
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

【
所
要
時
間
】　
参
加
者
数
に
も
よ
り
ま
す

が
概
ね
30
分
程
度

【
持
ち
物
】　
内
ズ
ッ
ク・
着
替
え

※
ド
リ
ン
ク（
１
本
）は
事
務
局
で
準
備
し

ま
す

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　
　
鷹
巣
体
育
館　
☎
62‐
３
８
０
０

お
知
ら
せ

健
康 　
　

 

健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

■
10
月
２
日（
水
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

　
北
秋
田
市
役
所

　
10
時
〜
12
時

　
北
秋
田
市
民
病
院

　
13
時
40
分
〜
16
時

■
10
月
25
日（
金
）全
血 【
鷹
巣
地
区
】

　
い
と
く
鷹
巣
南
店

　
10
時
〜
12
時

献
血
日
程

献
血
日
程

成人追加検診のお知らせ成人追加検診のお知らせ

　　健康推進課健康推進係　☎62‐6666

期　日
会　場
受付時間
健（検）診
内　　容

申込締切

持ち物

11月２日（土）
森吉保健センター

11月10日（日）
鷹巣保健センター

午前７時～午前８時30分

申
込
締
切　
10
月
10
日
（
木
）

　
地
区
ご
と
に
バ
ス
が
出
ま
す
が
、
バ
ス

の
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
（
先
着
順
）

　
自
家
用
車
で
来
れ
る
方
は
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

特定健診、肺がん等検診、大腸
がん検診、前立腺がん検診、胃
がん検診、肝炎検査
10月18日（金）まで 10月25日（金）まで
●健康保険証
●検診料（自己負担ある方のみ）
●成人検診通知書
●クーポン券（対象の方のみ） 
●健康手帳（ある方のみ）

※お手元に大腸がん検診の容器をお持ちの方
は、それを使用してください。お持ちでない
方には、郵送致します
※対象年齢や自己負担等は「25年度健康ガ
イド」をご覧ください　　

全 市 一 斉

秋のクリーンアップ秋のクリーンアップ秋のクリーンアップ

※実施日、時間は地区によって異
なる場合がありますので、事前に
地区の自治会長又は町内会長に
ご確認ください。

■期日　10月20日（日）
■時間　早朝１時間程度
■場所　各地域の道路、河川敷、
公園、墓地、公共広場等

　　生活課環境係　☎62‐1110
または各総合窓口センターまで
合川 ☎78‐2113／森吉 ☎72‐3111
／阿仁 ☎82‐2113

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
基
礎
講
座

　
豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
を

目
的
に
基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
す
。　

期
日　
10
月
19
日
（
土
）

時
間　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　
合
川
公
民
館　
集
会
室
ホ
ー
ル

内
容　
○
講
演『
幸
せ
に
生
き
る
力
』

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授 

佐
々
木
尚
毅 

氏

○
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

申
込
締
切　
10
月
８
日（
火
）　

　
　

 

生
活
課
地
域
推
進
係 

☎
62‐
６
６
２
８

国
際
教
養
大
学
大
学
祭
バ
ス
ツ
ア
ー

　
10
月
13
日
の
国
際
教
養
大
学
大
学
祭
に
、

県
北
の
方
々
に
も
多
く
お
越
し
い
た
だ
く

た
め
、バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

乗
車
場
所　
鷹
ノ
巣
駅
（
８
時
25
分
発
）

バ
ス
料
金　

１
５
０
０
円
﹇
往
復
﹈

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い（http://w

w
w
.aiufestival.aiu.ac.jp/

）

申
込
締
切　
10
月
９
日（
水
）

　
　
　

aiufesbustour2013@gm
ail.com

申
問

阿仁生け花芸術祭クリーンアップ

　「阿仁生け花芸術祭」と「阿仁ぅめ～
もんまつり」の開催に合わせ、阿仁合
駅周辺のクリーンアップを行います。
　皆さんのご協力をお願いします。

■期日　10月20日（日）
※受付は「ぅめ～もんま
つり」会場の受付ブース
で行ないます

問

問 問

問

　 北秋田保健所　☎62‐1165問

料

問
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お
知
ら
せ

善　
　
意

子
育
て
仲
間
の
し
ゃ
べ
り
場

　
〜
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

　
子
育
て
す
る
中
で
、
不
安
・
悩
み
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？「
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な

い
」と
い
う
考
え
の
も
と
、
参
加
者
同
士

で
育
児
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
語
り
合

い
、
自
分
な
り
の
子
育
て
を
見
い
だ
し
て

い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
就
学
前
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者

参
加
人
数　
定
員
10
人　
参
加
費　
無
料

開
催
日　
11
月
７
日（
木
）〜
12
月
12
日（
木
）

　
　
　
　
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
全
６
回

開
催
場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係☎

62‐

６
６
３
８

「
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
」に
従

事
す
る
除
雪
会
員
を
募
集
し
ま
す

内
容　
対
象
家
庭
の
除
雪
作
業（
出
入
口

や
家
の
周
り
な
ど
）

説
明
会　
11
月
12
日（
火
）

※

説
明
会
を
受
け
た
後
、
必
要
書
類
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
締
切　
11
月
11
日（
月
）

入
会
条
件　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
方
／
原
則
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
／
定
め
ら
れ

た
会
費
を
納
入
す
る
方
／
北
秋
田
市
・
上

小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方

　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
84‐

８
６
２
２

　
市
で
は
雪
で
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
や
障
害
者
の
た
め
に
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
に「
福
祉
の
雪
事
業
」を
行
い
ま
す
。

高
齢
福
祉
課　
　
　
☎
62‐

６
６
３
９　
ま
た
は
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
協
議
会　
☎
63‐

２
１
０
９　
ま
た
は
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

①
10
月
31
日（
木
）ま
で
に
、
地
区
民
生
委
員
、
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、
又
は

各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
係
へ
申
請
書
を
提
出
し
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
が
遅
く
な
る
と
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
積
雪
時
の
出
入
口
の
雪
よ
せ
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で
対
応
し
ま
す
。

▽
屋
根
の
雪
下
ろ
し
及
び
排
雪
作
業
の
依
頼
は
、
必
要
の
都
度
、
地
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。作
業
を
す
る
登
録
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

②
作
業
終
了
後
に
、
利
用
者
が
、
作
業
業
者
に
直
接
料
金
を
支
払
い
ま
す
。
料
金
は

作
業
量
、
時
間
で
異
な
り
ま
す
。

③
作
業
業
者
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
作
業
の
終
了
が
報
告
さ
れ
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
は
市
役
所
へ
請
求
の
手
続
き
を
行
い
、
市
役
所
か
ら
利
用
者
に
支
給
額

（
作
業
料
金
の
８
割
）を
請
求
日
の
翌
月
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

①
除
雪
作
業
料
金
の
８
割
を
助
成
し
ま
す
。

②
支
給
限
度
額
を
超
え
る
分
は
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

③
こ
の
事
業
は
、
作
業
費
用
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
建
物
管
理
を
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
空
き
家
や
不
在
の
家
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
方

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
若
し
く
は
児
童（
中
学
生
ま
で
）

の
み
と
同
居
で
雪
よ
せ
が
困
難
な
世
帯

③
母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童（
中
学
生
ま
で
）と
の
世
帯

北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
ど
う
し
て
も
雪
よ
せ
が

困
難
な
方
を
支
援
し
ま
す

申
請
先

問
合
せ

利
用
で
き
る
方　
※
非
課
税
世
帯

支
給
限
度
額（
扶
助
限
度
額
）は
４
万
円
で
す

福
祉
の
雪
事
業
を
利
用
す
る
手
続
き（
サ
ー
ビ
ス
内
容
）

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
く
ど
う
鍼
灸
整
骨
院　
工
藤
博
一　
様

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
一
式

▽
岩
川
電
気　
岩
川
孝
秀　
様

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
街
灯　
10
基

▽
村
上
修
身　
様

　
ひ
ま
わ
り
苗（
ど
根
性
ひ
ま
わ
り
）３
株

▽
ジ
ェ
イ
エ
イ
大
館
・
北
秋
田
葬
祭
セ
ン
タ
ー

　
代
表
取
締
役
社
長　
疋
田
俊
一
郎　
様

　
煎
茶
一
年
分
（
斎
場
お
客
様
用
）

▽
バ
ー
デ
ィ
ー
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
社

　
代
表　
小
山
芳
明　
様

　
Ｃ
Ｄ
楽
曲
「
阿
仁
の
里
」
５
０
０
枚

　
図
書
券　
３
万
円

　
　
財
政
課
管
財
係　
☎
62‐

６
６
０
３

※
対
象
外
の
課
税
世
帯
に
も
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
業
者
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
が

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

が
ん
検
診
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
秋
田

県
北
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

テ
ー
マ

〜
女
性
の
が
ん　
早
期
発
見
の
重
要
性
〜

期
日　
10
月
26
日（
土
）

時
間　
13
時
〜
16
時（
12
時
30
分
開
場
）

場
所　
大
館
市
民
文
化
会
館

内
容　
講
演
①
／
講
演
②
／
特
別
講
演「
タ

レ
ン
ト
原
千
晶
さ
ん
に
よ
る
体
験
講
演
」

　
　
秋
田
朝
日
放
送

☎
０
１
８‐

８
８
８‐

１
５
０
９

高
齢
者
相
互
援
助
ホ
ー
ム
入
居
者

募
集《
冬
期
間
の
居
住
》

　
市
で
は
、
住
宅
の
事
情
等
で
冬
期
間
自

宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
、
援
助
ホ
ー
ム「
あ
に
福
寿
荘
」へ
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
方
】　
市
内
在
住
の
概
ね
60

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
又
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯
の
方

　
　
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
62‐

６
６
３
９

「
北
秋
田
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
大
野

台
エ
コ
ー
ハ
イ
ツ
」の
入
所
者
募
集

　
大
野
台
エ
コ
ー
ハ
イ
ツ
は
、
60
歳
以
上

（
夫
婦
の
場
合
は
ど
ち
ら
か
が
60
歳
以
上
）

で
、
家
庭
環
境
、
住
宅
事
情
等
の
理
由

で
、
自
宅
に
お
い
て
生
活
が
困
難
な
方
が

軽
費
で
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　
　
大
野
台
エ
コ
ー
ハ
イ
ツ　☎

78‐

３
５
６
１

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

　
「
い
じ
め
」な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

関
す
る
相
談
電
話
専
門
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
人
権
擁
護
委
員
及
び

法
務
局
職
員
が
秘
密
厳
守
で
受
け
付
け
し

ま
す
。

専
門
電
話　
０
１
２
０‐

０
０
７‐

１
１
０

期
間　
９
月
30
日（
月
）〜
10
月
４
日（
金
）

時
間　
平
日　
８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

　
　
（
強
化
週
間
以
外
は
17
時
15
分
ま
で
）

④ １歳～18歳（高校３年生相当）　　１回につき1500円助成
　 ※１歳～13歳は２回まで助成。14歳～18歳は１回のみ助成
⑤ 妊娠されている方　　１回につき1500円助成
⑥ ①～⑤以外の北秋田市国民健康保険加入者　　１回につき1500円助成
【申込方法】　北秋田市内の医療機関のみ助成の対象です。医療機関に
直接予約をして接種を受けてください。

①満65歳以上の方　　1人につき1500円助成
②満65歳以上の生活保護受給者　　接種費用全額助成
③60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・および呼吸器の機能等に身体障害
者手帳1級程度の障害を有する方（対象になる方には『インフルエンザ
定期予防接種対象者証』を送付します）　　1人につき1500円助成
【申込方法】　県内のほとんどの医療機関で接種を受けることができま
す。直接医療機関に確認の上、予約をして接種を受けてください。

◆接種対象者　接種日において北秋田市に住所を有する方
◆接種時に必要なもの　【助成対象者共通】健康保険証／健康手帳（ある方）

【助成対象の②に該当する方】受給者証
【助成対象の③に該当する方】対象者証
【助成対象の④と⑤に該当する方】母子健康手帳

インフルエンザ市内予防
接種実施医療機関（順不同）

北秋田市民病院
うえだクリニック
遠藤クリニック
児玉内科クリニック
近藤医院
佐々木産婦人科医院
鷹巣病院
たむら内科クリニック
津谷内科
奈良医院
藤原医院
盛岡外科医院
国民健康保険合川診療所
市立米内沢診療所
市立阿仁診療所

62－7001
60－1055
63－0515
69－7311
62－1155
63－0105
62－1210
63－2700
62－2261
62－1146
62－2882
62－1101
78－3161
72－4501
82－2351

医療機関名 電 話

◎お問い合わせ
　健康推進課　☎62－6666

　インフルエンザワクチンには、感染予防に加え、インフルエンザにかかったとしても重症化をおさえる
などの効果があります。
　ただし、ワクチン接種から免疫ができるまで２週間から１ヶ月ほどかかりますので、流行シーズン前に
接種することが望まれます。

　高齢者のインフルエンザ　（実施期間：平成25年10月１日～平成26年２月28日）

　市の助成事業　（実施期間：平成25年４月１日～平成26年３月31日）

◆助成対象者と助成金額　次のとおり、対象者により実施期間や助成
内容、実施対象医療機関が異なります

◆接種費用　医療機関で異なります
　　　　※助成金額を差し引いた金額を医療機関へお支払いください

インフルエンザワクチン接種事業 ～接種費用の一部を助成します～
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無
料
調
停
相
談
会

日
時　
10
月
17
日（
木
）　
10
時
〜
15
時

場
所　
中
央
公
民
館　
研
修
室

内
容　
金
銭
、土
地
、建
物
、交
通
事
故
、夫

婦
、親
子
、遺
産
等
の
問
題

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　
　
秋
田
家
庭
裁
判
所
大
館
支
部

☎
０
１
８
６‐42‐
０
０
７
１

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

日
時　
10
月
1
日（
火
）　
10
時
〜
16
時

場
所　
い
と
く
大
館
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
容　
○
登
記
、相
続
、遺
言
、成
年
後
見

○
借
金
、多
重
債
務
、悪
質
商
法
、売
掛
金

○
境
界
、近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
の
方
法　
面
談
に
よ
る（
予
約
不
要
）

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
１
８
７

　

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
法
学
部
・

　

法
学
研
究
所「
無
料
法
律
相
談
会
」

　
実
務
経
験
豊
か
な
本
学
法
学
部
の
教
員

が
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

期
日　
10
月
26
日（
土
）

時
間　
10
時
〜
15
時

場
所　
秋
田
看
護
福
祉
大
学

　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
大
館
駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

※

予
約
な
し
で
も
相
談
可
能
で
す
が
、
事

前
に
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
待
つ
こ
と
な

く
相
談
い
た
だ
け
ま
す

　
　
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
無
料
法
律
相
談
係

☎
０
１
８‐
８
３
６‐
６
５
９
２

お
知
ら
せ

日時　10月４日（金）10時～15時
会場　阿仁総合窓口センター
行政相談委員
　蒲　芳さん（☎82‐3080）

日時　10月４日（金）13時～16時
会場　交流センター
行政相談委員
　河田弘美さん（☎62‐3896）
　金田功子さん（☎78‐4918）
　日景真紀子さん（☎72‐3093）

秋の行政相談週間
　行政相談は、国等
の行政機関の業務に
関する苦情や要望に
ついて行政相談委員
が相談に応じ、問題改善に努めます。
　相談は無料で、秘密は厳守されま
すので、お気軽にご相談ください。

10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
は
稲

　
わ
ら
・
も
み
殻
の
焼
却
禁
止
期
間
で
す

　
稲
わ
ら
の
屋
外
燃
焼
（
も
み
殻
含
む
）

に
つ
い
て
は
、
秋
田
県
公
害
防
止
条
例
に

よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の

期
間
は
、
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
に
対
す
る
苦
情
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
を
燃
焼
す
る
時
に
出
る
煙

は
、
視
界
不
良
に
よ
る
交
通
事
故
を
引
き

起
こ
す
原
因
や
、
目
や
の
ど
を
痛
め
、
ぜ

ん
そ
く
等
の
病
気
の
方
に
被
害
が
及
ぶ
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
稲
わ
ら
等
の
焼
却
を
行
っ
た
場
合
、
秋

田
県
で
は
氏
名
公
表
も
含
め
た
厳
重
な
措

置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
稲
わ

ら
等
の
焼
却
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
生
活
課
環
境
係　
☎
62‐

１
１
１
０

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
！

〜
国
民
年
金
基
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行
う
、
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。

　
年
金
額
を
ご
自
分
で
設
計
し
て
増
減
す

る
こ
と
も
可
能
で
、
掛
金
は
全
額「
社
会

保
険
料
控
除
」の
対
象
と
な
り
、
受
け
取

る
年
金
に
も「
公
的
年
金
等
控
除
」が
あ
る

な
ど
、
税
制
面
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
型
は
65
歳
支
給
開
始
で
す

が
、
二
口
目
以
降
に
60
歳
支
給
の
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
。加
入
条
件
は
次
の
三
つ
で
す
。

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方

②
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る
方

③
秋
田
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

　
　
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０‐

６
５‐

４
１
９
２

きのこ採り・秋の行楽シーズン

入山には注意しましょう

きのこ採り・秋の行楽シーズン

入山には注意しましょう

　きのこ採り・秋の行楽シーズンとなりました
が、夕暮れが早いこの時期、特に山は木々が日
差しをさえぎりアッ！という間に暗くなります。
さらに気温が急激に下がるため、春・夏山より
も遭難の危険性が高くなります。また、
冬眠前のクマもエサを求めて活発にな
りますので、十分に注意が必要です。

　　生活課地域推進係　☎62‐6628

○万が一に備え、防寒・雨具、食べ物、ライター、
　携帯電話などを持ち、目立つ格好で入山する
○クマの対策として、ラジオ・鈴など音を鳴ら
　して行動する
○家族などへ、入山場所・駐車の
　位置、帰宅予定時間を知らせる
○単独での入山はできるだけ避け、
　早めの下山を心がける

【日時】　10月６日（日）　９時～ 11時30分
【集合場所】　森吉山ダム広報館
※ブッシュ・スコップを用意できる
方は持参願います（手ぶらでもＯＫ）
　　森吉四季美湖を守る会事務局　☎75‐3850問

　遭難しないための心得

＆＆

【日時】10月19日（土） 10時～

スーパー軽トラ市・大綱引き大会　同時開催

【場所】鷹巣銀座通商店街

スーパー軽トラ市スーパー軽トラ市

大綱引き大会大綱引き大会

　　北秋田市商工会　☎62‐1850問

○この他にも
様々なイベン
トを用意して
います

ボランティア募集！ボランティア募集！
県民参加の森作り事業県民参加の森作り事業

四季美湖周辺四季美湖周辺 美化活動美化活動

犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）

合川地区　　合川総合窓口センター ☎78‐2113問

松橋英雄宅前
小林コト子宅隣
上杉あいターミナル前
旧JA合川東支店前
下杉集会施設前
６区広場前
佐藤浜子宅前
松ヶ丘グランド
木戸石児童館前
増沢集会施設前
三木田多目的集会施設前
摩当活性化施設前
東根田多目的集会施設前
羽根山活性化施設前
李岱福祉研修施設前

９:00～９:10
９:15～９:25
９:35～９:50
９:55～10:05
10:15～10:25
10:35～10:45
10:55～11:05
11:10～11:30
13:10～13:20
13:25～13:35
13:55～14:05
14:10～14:20
14:25～14:35
14:45～14:55
15:00～15:10

接種場所 接種時間地区実施日

道　城

上　杉

下　杉
合　川
川　井
松ケ丘
木戸石
増　沢
三木田
摩　当
東根田
羽根山
李　岱

10
月
12
日（
土
）

小様児童館前
小渕集会所前
吉田公民館前
湯口内集会所前
阿仁ふるさと文化センター前
阿仁山村開発センター前
畑町東裏児童館前
荒瀬コミュニティセンター前
伏影児童館前
根子児童館前
環境改善センター前
比立内郵便局前
柴田商店前
泉良一様宅前
打当温泉

９:00～９:05
９:10～９:15
９:20～９:25
９:35～９:40
９:50～10:00
10:05～10:10
10:15～10:20
10:30～10:35
10:40～10:45
10:50～10:55
11:05～11:15
11:20～11:30
11:40～11:45
11:50～11:55
12:00～12:05

接種場所 接種時間地区実施日
小　様
小　渕
吉　田
湯口内
大　町
下新町
畑町東裏
荒　瀬
伏　影
根　子
幸屋渡
比立内
戸鳥内
打当内
打　当

10
月
６
日（
日
）

阿仁地区　　阿仁総合窓口センター ☎82‐2113問

市役所森吉庁舎裏駐車場
旧本城農協跡前
アグリハウス前
浦田交流センター前
桂瀬児童館前
前田三叉路
五味堀地域コミュニティセンター前
前田駅前自治会館前
根森田いきいきセンター前

９:00～９:30
９:40～10:00
10:10～10:25
10:35～10:50
10:55～11:10
11:20～11:35
13:10～13:20
13:30～13:45
13:50～14:05

接種場所 接種時間地区実施日
米内沢
本　城
米内沢
浦　田
桂　瀬
阿仁前田
五味堀
小　又
根森田

10
月
５
日（
土
）

森吉地区　　森吉総合窓口センター ☎72‐3111問

旧北星ボウル駐車場前
沢口林業センター前
シルバー人材センター(旧ＪＡ七日市支所)
今泉交流センター前
坊沢公民館前
綴子基幹集落センター前
サテライトステーションさかえ前

８:40～９:30
９:40～９:55
10:05～10:20
10:30～10:45
10:55～11:10
11:20～11:35
11:45～12:00

接種場所 接種時間地区実施日
鷹　巣
沢　口
七日市
七　座
坊　沢
綴　子
栄

10
月
19
日（
土
）

鷹巣地区　　生活課環境係 ☎62‐1110問

注射料 3,070円狂犬病予防接種登録料 3,000円犬の登録
犬は年１回の狂犬病予防注射接種が必要です一生涯に１回の登録制度です
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お
知
ら
せ

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13‐2
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額9,000～16,100円
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無
②胡桃館団地･･･綴子字胡桃館2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額16,200～31,800円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
③高野尻団地･･･綴子字高野尻90‐2
木造平屋２戸建１ＬＤＫ　月額15,800～31,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
④林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額9,700～19,000円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
⑤伊勢ノ森団地･･･米内沢字伊勢ノ森37‐18★
木造２階建１戸建３ＬＤＫ 月額25,000～49,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑥上野第２団地･･･米内沢字桐木岱311‐1★
木造平屋１戸建３ＬＤＫ　月額22,800～44,700円 
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑦三両団地･･･阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額11,100～20,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
⑧諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑨サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,500円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　第１回10月２日（水）～８日（火）
　　　　　　第２回10月15日（火）～21日（月）
　　　　　　※土日祝日除く
※第２回の募集住戸については、10月10日以降に
お問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】　第１回　10月３日（木）又は４日
（金）／第２回　10月16日（水）又は17日（木）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72‐5246問

秋
田
県
離
職
者
対
策
に
つ
い
て

【
緊
急
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
】

　
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
企
業
が
離
職

者
を
雇
用
し
、研
修
を
行
っ
た
上
で
正
規

雇
用
す
る
場
合
に
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
正
規
雇
用
奨
励
事
業
】

　
事
業
主
都
合
離
職
者
の
安
定
し
た
雇
用

を
促
進
す
る
た
め
、事
業
主
都
合
離
職
者

を
採
用
す
る
企
業
に
正
規
雇
用
奨
励
金
を

支
給
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、秋
田
県
公
式

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト『
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
』を

ご
覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

☎
72‐

３
１
１
２

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
エ
ク
セ
ル
差
し
込
み
印
刷
と
応
用
講
習

期
間　
10
月
17
日（
木
）〜
18
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

内
容　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
と
エ
ク
セ

ル
だ
け
で
簡
単
差
し
込
み
印
刷
す
る
マ
ク

ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
習
得
す
る

対
象　
文
字
入
力
が
で
き
る
方

定
員　
10
人（
先
着
順
）

テ
キ
ス
ト
代　
５
２
５
円

申
込
締
切　
10
月
８
日（
火
）

　
　
　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校☎

84‐

８
３
５
１

北秋田市職員採用試験

【受験資格】１）昭和53年４月２日以降に生まれた者
２）１級建築士または２級建築士の資格を有する者
【住所要件】　採用後、北秋田市に居住できる者

試験日程
【期日】　11月９日（土）　【試験会場】　市役所本庁
【時間】　受付８:30～／教養試験等９:00～15:00
【問題形式】　［教養試験］５枝択一式（40問）
申込用紙の配布及び受付
【配布・受付期間】　10月１日（火）～10月24日（木）
　　　　　　　　平日　午前８時30分～午後５時
　　　　※郵送での申し込みは10月24日（木）必着
【配布・受付場所】　北秋田市役所総務部総務課
※申込み用紙を郵送で請求する場合　
　表に「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きした
封筒に、返信用封筒（120円切手を貼り郵送宛先を
明記した角２封筒）を封入して、簡易書留で郵送し
てください。

〒018‐3392　北秋田市花園町19‐1
北秋田市総務部総務課総務係　☎0186‐62‐1111

建築士 【採用予定人員】若干名　【採用予定人員】若干名　

お問い合わせ先

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.04
0.05
0.05
0.04
0.03
0.04

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（９月11日測定）空間線量調査（９月11日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

　
「
企
業
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」推
進
事
業

【
対
象
】　
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議

会
圏
域
内
の
事
業
所
等　

　
入
会
手
続
き
に
よ
り
登
録
し
、
要
件
を

満
た
せ
ば
次
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
特
典
】 

①
特
定
空
港
券
の
進
呈（
大
館
能

代
空
港
発
着
便
20
回
利
用
※
片
道
換
算
）

②
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
利

用
券
の
進
呈
（
５
０
０
円
利
用
券
２
枚
）

③
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に

あ
る
有
料
待
合
室
・
会
議
室
の
無
料
利
用

④
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ

「
大
館
能
代
空
港
ど
っ
と
混
む
」内
企
業

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

　
　
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　
　
事
務
局（
大
館
市
産
業
部
観
光
課
内
）

☎
０
１
８
６‐43‐
７
０
７
２

大規模な土地取引の際は届出を大規模な土地取引の際は届出を
　大規模な土地取引には、国土利用計画法に基づ
く届け出が必要です。
　▽都市計画区域　 5,000㎡以上
　▽都市計画区域以外　10,000㎡以上
詳しい内容については、お問い合わせください。
　　総合政策課政策係　☎62‐6606問

10月は「土地月間」です10月は「土地月間」です

（共益費800円）

　10月から大型観光
キャンペーン（秋田ＤＣ）
が秋田県内ではじま
り、たくさんの観光客
が秋田県を訪れます。
　そこで『みんなでおもてなし！秋田内陸線に手
を振ろう運動』を一斉に実施します。皆さんの参
加をお待ちしています。

　10月から大型観光
キャンペーン（秋田ＤＣ）
が秋田県内ではじま
り、たくさんの観光客
が秋田県を訪れます。
　そこで『みんなでおもてなし！秋田内陸線に手
を振ろう運動』を一斉に実施します。皆さんの参
加をお待ちしています。

「ようこそ！」なんて上手く言えない…

【実施日】　10月19日（土）　※事前申込不要
【実施場所・時間】

　　秋田内陸活性化本部　☎82‐2114問

秋田内陸線に手を振ろう運動秋田内陸線に手を振ろう運動

▽合 川 駅 前
▽阿仁合駅前
▽比立内駅前

　９:45集合　11:40頃解散
　10:30集合　11:40頃解散
　10:00集合　12:10頃解散

でも、笑顔で手を振ることはできる！でも、笑顔で手を振ることはできる！

市施設の指定管理者の募集

申請書提出期限　平成25年11月11日（月）

指定期間　平成26年４月１日～
　　　　　　平成31年３月31日（５年間）

詳しい内容については、お問い合わせください。

施設名　北秋田市大太鼓の館及び周辺施設
所在地　北秋田市綴子字大堤道下62番地１外

募集施設（２件）募集施設（２件）

【お問い合わせ・お申し込み】
商工観光課観光振興係　☎72‐5243

　　総合政策課政策係　☎62‐6606

北秋田市青少年国際交流研修団
募集期間を延長します募集期間を延長します

　申込書類は総合政策課及び各窓口センターで
配付しているほか、市のＨＰから取得できます

募集締切日募集締切日 10月10日（木）10月10日（木）

※詳しい内容については、広報９月号
（23ページ）をご覧ください

施設名　北秋田市阿仁郷土文化保存伝承館
所在地　北秋田市阿仁銀山字下新町41番地22

【セット募集】

施設名　北秋田市阿仁異人館
所在地　北秋田市阿仁銀山字下新町41番地23

当日は各駅に担当者がおります。

もちろん駅以外からの手を振ろう運動も大歓迎です！
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人口と世帯数
※８月31日現在　住民基本台帳による

総人口 35,594人（20人減）【171人（３人増）】
　男　 16,626人（８人減）【24人（０人）】
　女　 18,968人（12人減）【147人（３人増）】
出　生 20人【０人】　　転入　37人【４人】
死　亡 39人【０人】　　転出　38人【０人】
世帯数 14,413世帯（７世帯減）【163世帯】

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

電話番号
69‒5300
62‒1400
63‒0515
62‒2261
62‒1101
62‒1146
69‒7311
72‒4501
78‒3161
82‒2351
62‒7001
63‒2700
62‒7001
62‒7001
60‒1055
63‒0105
62‒1155
62‒1400
62‒2261
69‒7311
62‒1101
72‒4501
78‒3161
82‒2351
63‒0515
60‒1055
62‒1155
62‒1146
63‒2700
63‒0105
62‒7001

医 療 機 関 名
毛利整形外科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
津 谷 内 科
盛 岡 外 科 医 院
奈 良 医 院
児玉内科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
うえだクリニック
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
津 谷 内 科
児玉内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
うえだクリニック
近 藤 医 院
奈 良 医 院
たむら内科クリニック
佐々木産婦人科医院
北 秋 田 市 民 病 院

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

（診療時間 18：30～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療
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せ
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月
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の納期限税

10月31日まで
国民健康保険税
市 県 民 税

第４期

第３期

訂
正　
《
９
月
号
27
ペ
ー
ジ
》

○
慶
弔
だ
よ
り（
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▽
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月
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察
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＝
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火・水・木
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日
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月
）
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日
＝
９
日（
水
）、24
日（
木
）

　
午
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日
＝
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金
）

【
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設
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】

▽
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９
月
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日
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＝
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﹇
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30
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〜
16
時
30
分
﹈

　
担
当
医　
小
川 

純
一 

先
生

　
前　
秋
田
大
学
医
学
部

　
　
　
呼
吸
器
外
科
学
講
座　
教
授

　
前　
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
々
長

休
診
日
、
受
付
時
間
等
の
変
更
の
お
知
ら
せ

　市では、再来受診者の院内での待ち時間短縮対策と、地理
的・交通事情などの社会的な条件による地域格差のない医
療サービスの実現のため、北秋田市民病院の遠隔受診シス
テム「院外再来受付機」の運用を開始します。
　【運用開始日】　10月７日（月）から
　【受付開始時間】　午前７時40分～午前10時30分
　※一部診療科を除く。
　詳しくは、院外再来受付機横の
掲示板でお知らせいたします。

【お問い合わせ】
医療推進課　☎62‐6628

阿仁庁舎に市民病院の院外再来受付機阿仁庁舎に市民病院の院外再来受付機

（（（
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日日時 10　2010　20月　　日月　　日

場所 森吉山ダム広報館前

コース

ダム湖周辺巡視コース

絶景の紅葉・奥森吉コース

初
級

上
級

≪参加費≫300円　【１回目】９：30～【２回目】13：30～
（約 3.5km）

≪参加費≫500円　【１回限り】９：30～　
（約 14km）

【参加対象】　どなたでも参加できます　※小学生以下は保護者同伴

温泉周遊バス温泉周遊バス
森吉山荘まで紅葉鑑賞しながら
バスでＧＯ！
広報館からの周遊バス　 無料
入浴料　大人450円、小人200円

カヌー体験カヌー体験
秋田杉のカヌーに乗って
湖面から紅葉鑑賞♪
　１回　500 円
初心者歓迎！事前講習あり

【申込方法】　電話またはＦＡＸ（84-8591）でお申し込みください

その他　美味しい屋台の出店、ステージイベントも盛りだくさん

【お問い合わせ・お申し込み】　森吉山ダム広報館　☎84‐8590

北秋田市北秋田市産業祭
10月10月 2626日（土）日（土）2727日（日）日（日）とき：とき：

ところ：ところ： 鷹巣体育館鷹巣体育館 同サブ体育館・駐車場同サブ体育館・駐車場
10:00～16:0010:00～16:00 ９:00～15:00９:00～15:00

旬を感じる旬を感じる

四季美湖紅葉ツアー
10月19（土）・20（日）10月19（土）・20（日）

募集人員
参 加 費

集合場所
服 装

募集人員
参 加 費

集合場所
服 装

　○森吉山ゴンドラ紀行
　○熊牧場の見学
　○マタギの湯で入浴
　○地元伝統芸能鑑賞
　○太平湖（遊覧船で紅葉満喫）
　○四季美湖紅葉まつり
　○クウィンス森吉で入浴

　○森吉山ゴンドラ紀行
　○熊牧場の見学
　○マタギの湯で入浴
　○地元伝統芸能鑑賞
　○太平湖（遊覧船で紅葉満喫）
　○四季美湖紅葉まつり
　○クウィンス森吉で入浴

【ツアーの主な日程】【ツアーの主な日程】

１
日
目

１
日
目

２
日
目

２
日
目

30人（散策できる年齢層）
大人1 人 18,000 円
四季美湖紅葉まつりは実費
秋田駅東口（バス乗り場）
散策できる服装

30人（散策できる年齢層）
大人1 人 18,000 円
四季美湖紅葉まつりは実費
秋田駅東口（バス乗り場）
散策できる服装

【お問い合わせ・お申し込み】【お問い合わせ・お申し込み】
森吉四季美湖を守る会
☎75‐3850　　　75‐3360
森吉四季美湖を守る会
☎75‐3850　　　75‐3360FAX

体　育　館体　育　館
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農産物品評会

事業所展

鷹巣・北秋田建設技能組合展

自衛隊・警察・消防広報展

保育園・幼稚園児産業絵画展

鷹巣技術専門校展

秋田北鷹高校展

移動農業委員会

ＪＡ鷹巣町女性部食堂（２階）

農産物品評会

事業所展

鷹巣・北秋田建設技能組合展

自衛隊・警察・消防広報展

保育園・幼稚園児産業絵画展

鷹巣技術専門校展

秋田北鷹高校展

移動農業委員会

ＪＡ鷹巣町女性部食堂（２階）

駐　車　場駐　車　場

●

●

●

　
●

●

●

●

●

　
●

●

●

●

●

　
●

●

自衛隊・警察・消防車両展

日立建機展

比内地鶏鉄板焼き
　格安販売コーナー

Ｂ級グルメコーナー

苗木等販売

自衛隊・警察・消防車両展

日立建機展

比内地鶏鉄板焼き
　格安販売コーナー

Ｂ級グルメコーナー

苗木等販売

サブ体育館サブ体育館

【お問い合わせ】　商工観光課商工労働係　☎72‐3112【お問い合わせ】　商工観光課商工労働係　☎72‐3112

イベントイベント

●●● びっくり商業祭
　（市内特産品格安販売）
びっくり商業祭
　（市内特産品格安販売）
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地震体験コーナー

煙体験コーナー

ＢＭセレクション2013プロコンテスト

坊沢のとうふ早食い競争

木製赤とんぼの製作体験コーナー

特産品がもらえる北秋田市観光クイズ

豪華賞品が当たる大抽選会

地震体験コーナー

煙体験コーナー

ＢＭセレクション2013プロコンテスト

坊沢のとうふ早食い競争

木製赤とんぼの製作体験コーナー

特産品がもらえる北秋田市観光クイズ

豪華賞品が当たる大抽選会

主催　森吉山ダム水源地域ビジョン実行委員会
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